
文
保
寺
蔵
⽊
造
⾦
剛
⼒
⼠
⽴
像
に
つ
い
て加

　
　
藤
　
　
善
　
　
朗

は
じ
め
に

　

兵
庫
県
丹
波
篠
⼭
市
味
間
南
一
〇
九
七
に
位
置
す
る
天
台
宗

の
古
刹
、
松
尾
⼭
⽂
保
寺
に
は
楼
門
が
あ
る
。
仁
王
⾨
と
も
呼

ば
れ
る
こ
の
楼
門
は
、
元
中
二
年
（
一
三
八
五
）、
鎌
倉
五
⼭

の
ひ
と
つ
建
⻑
寺
の
楼
⾨
を
模
し
て
建
⽴
さ
れ
た
と
い
う
。
こ

の
楼
⾨
に
、
⼆
体
の
⾦
剛
⼒
⼠
像
が
安
置
さ
れ
て
い
る
。

　

⾦
剛
⼒
⼠
像
は
仁
王
像
と
も
呼
ば
れ
、
神
通
⼒
で
外
敵
を
追

い
払
い
、
寺
院
を
守
護
す
る
役
割
り
が
期
待
さ
れ
て
き
た（
１
）。
ヒ

ノ
キ
材
（
⼀
部
ケ
ヤ
キ
材
）
を
⽤
い
た
寄
⽊
造
で
、
⼝
を
開
け

た
阿
形
は
⾼
さ
二
三
五
㎝
。
左
⼿
を
挙
げ
て
独
鈷
杵
を
握
り
、

右
⼿
は
下
⽅
に
の
び
て
五
指
を
伸
ば
し
て
い
る
。

　

⼝
を
閉
じ
た
吽
形
は
⾼
さ
二
四
五
㎝
、
右
⼿
に
独
鈷
杵
を
握

り
、
左
⼿
は
拳
を
握
る
。
上
半
⾝
は
裸
形
で
胸
板
厚
く
、
全
⾝

筋
⾁
隆
々
で
台
座
に
⼒
強
く
⽴
っ
て
い
る
。
た
だ
経
年
劣
化
に

よ
り
彩
色
は
剥
落
し
、
木
地
も
虫
損
が
甚
だ
し
く
、
足
枘
だ
け

で
は
自
立
で
き
な
い
状
態
で
あ
り
、
背
面
に
垂
れ
た
裳
と
台
座

に
よ
っ
て
か
ろ
う
じ
て
姿
勢
を
保
っ
て
い
た
。

　

二
〇
一
五
年
冬
か
ら
二
〇
一
八
年
春
に
い
た
る
二
年
八
ヶ
月

の
歳
月
を
費
や
し
、
滋
賀
県
⼤
津
市
坂
本
の
三
浦
仏
像
彫
刻
所

坂
本
⼯
房
で
こ
の
金
剛
力士

像
（
以
下
寺
伝
に
従
い
仁
王
像
と

表
記
）
の
修
復
が
⾏
わ
れ
た
。
胎
内
か
ら
多
く
の
胎
内
文
書
や

墨
書
、
爪
や
頭
髪
、
宋
銭
等
が
見
出
さ
れ
た
。
い
ま
こ
の
修
復

を
回
顧
し
、
修
復
の
過
程
で
得
ら
れ
た
多
く
の
情
報
を
も
と
に
、

―1 ―

西
山
学
苑
研
究
紀
要
第
14
号



そ
の
造
像
の
過
程
と
所
伝
の
成
立
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
が

本
稿
の
目
的
で
あ
る
。

修
復
の
過
程

　

今
回
の
修
復
で
は
、
仁
王
像
を
一
体
ず
つ
仁
王
門
か
ら
醵
出

し
、
順
次
一
体
ず
つ
修
復
を
行
っ
た
。

　

ま
ず
、
二
〇
一
五
年
一
二
月
一
四
日
に
阿
形
像
を
運
び
出
し
、

二
〇
一
七
年
四
月
二
四
日
に
修
復
完
成
、
楼
門
に
戻
し
た
の
ち

翌
二
五
日
、
吽
形
像
を
搬
出
。
二
〇
一
八
年
六
月
七
日
に
吽
形

像
の
修
復
も
終
え
、
二
体
と
も
楼
門
に
施
入
さ
れ
た
。
修
復
の

お
お
ま
か
な
過
程
を
、
三
浦
耀
山
氏
の
手
記
を
も
と
に
伺
う
と
、

左
記
の
ご
と
く
で
あ
っ
た
。

　

ま
ず
、
工
房
搬
入
の
後
、
計
測
な
ら
び
に
現
状
記
録
、
写
真

撮
影
。
泥
や
ク
モ
、
蜂
の
巣
の
除
去
な
ど
お
お
ま
か
な
表
面
の

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
の
後
、
解
体
作
業
に
入
っ
た
。
基
幹
と
な
る
主

要
部
材
を
と
め
て
い
る
か
す
が
い
や
釘
を
抜
い
た
。
か
す
が
い

を
、
木
地
の
損
傷
が
な
い
よ
う
養
生
材
を
あ
て
が
い
な
が
ら
完

全
に
除
去
す
る
作
業
は
困
難
を
極
め
た
と
い
う
。
胎
内
か
ら
は

蜂
の
巣
や
ネ
ズ
ミ
、
虫
の
死
骸
な
ど
、
大
量
の
塵
芥
が
充
満
し

て
い
た
。
そ
の
中
か
ら
分
別
し
て
古
写
経
の
紙
片
や
古
銭
な
ど

が
み
い
だ
さ
れ
た
。
発
見
さ
れ
た
古
文
書
は
脇
屋
表
具
屋
に
依

頼
し
、
す
べ
て
展
開
し
、
裏
打
ち
を
行
っ
た
。

　

胎
内
の
塵
芥
を
撤
去
し
た
の
ち
、
部
材
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
後

補
の
彩
色
を
製
作
当
初
の
層
ま
で
除
去
し
た
。
部
材
は
一
体
あ

た
り
数
百
に
及
ん
だ
。
洗
浄
後
、
虫
食
い
な
ど
で
弱
ま
っ
た
場

所
に
補
強
材
を
充
填
し
、
再
組
み
立
て
を
行
っ
た
。
か
す
が
い

は
す
べ
て
新
調
品
で
組
ん
だ
。
再
組
み
立
て
後
、
接
着
し
た
部

材
の
間
に
コ
ク
ソ
漆
を
埋
め
、
そ
の
上
に
サ
ビ
漆
を
し
た
の
ち

元
の
部
材
に
古
色
仕
上
げ
を
行
っ
た
。
欠
損
し
た
部
分
や
、
後

補
で
形
の
悪
い
部
材
は
新
調
し
た
。
特
に
、
天
衣
は
欠
損
部
と

制
作
当
初
の
部
分
と
、
江
戸
時
代
の
後
補
部
分
が
混
じ
っ
て
い

た
た
め
、
大
き
な
補
修
が
必
要
と
な
っ
た
。

　

ま
た
、
玉
眼
は
両
像
と
も
左
目
が
割
れ
て
い
た
た
め
、
山
梨

県
の
水
晶
工
房
で
新
調
し
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
吽
形
像
阿
形

と
も
に
仁
王
像
の
修
復
が
な
さ
れ
た
。
篠
山
市
文
化
財
保
護
審

議
委
員
を
つ
と
め
る
加
藤
、
は
二
〇
一
五
年
三
月
一
三
日
か
ら

二
〇
一
八
年
六
月
一
日
ま
で
計
一
五
回
に
わ
た
っ
て
、
現
地
な

ら
び
に
坂
本
工
房
に
赴
き
調
査
、
撮
影
を
行
っ
た
。
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阿
形
像
に
つ
い
て

　

⽊
像
の
⾜
枘
に
墨
書
の
⽂
字
が
あ
り
、永
和
四
年（
一
三
七
八
）

一
一
⽉
一
六
⽇
に
⽂
保
寺
の
仁
王
像
と
し
て
作
ら
れ
、
施
入
開

眼
供
養
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
京
都
三
条
に
住
す
る
侍

従
法
眼
と
弁
法
橋
定
円
と
い
う
仏
師
が
こ
の
仁
王
像
を
造
っ
た

こ
と
わ
か
る
。

（
右
脚
枘
）

「
丹
州
⽂
保
寺
⼆
王

永
和
四
年
戊
午
⼗
⼀⽉

⼗
六
⽇

　
　
　
　

院
主　
　

⿓
登
律
師
覚
性
」

　
　
　
　

執
⾏　
　

⼩
輔
登
賢

　
　
　
　

宝
蔵
院

　
　
　
　

勧
進
沙
⾨
正
僧

　
　
　
　

旦
那　
　

舩
⽊
國
弘

　
　
　
　

⾏
事　
　

坂
本
御
坊
道
賢

　
　
　
　
　
　
　
　

東
林
坊　

⻑
海

　

舩
⽊
國
弘
は
吽
形
像
足
枘
墨
書
に
よ
る
と
在
地
の
有
力
者
で

あ
る
刀
祢
を
名
乗
っ
て
お
り
、
本
像
の
制
作
費
を
負
担
し
た
施

主
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
事
業
執
行
者
と
し
て
坂
本
御
坊
道

賢
と
東
林
坊
⻑
海
が
あ
た
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

ま
た
東
林
坊
は
、
比
叡
山
横
川
に
あ
っ
た
寺
院
で
あ
る
。

（
左
脚
枘
）「
仏
師　

侍
従
法
眼

　
　
　
　
　
　
　
　

弁
法
橋
」

　

寄
せ
⽊
を
解
体
す
る
作
業
の
な
か
で
、
左
脚
太
腿
の
う
ち
ぐ

り
か
ら
願
⽂
、
写
経
（
法
華
経
⽅
便
品
、
如
来
寿
量
品
、
般
若

⼼
経
）、
⽑
髪
、
⽖
、
宋
銭
、
古
銭
、
珠
⽟
、
古
⽟
眼
等
、
が

⾒
出
さ
れ
た
。

　

阿
形
像
胎
内
か
ら
発
見
さ
れ
た
（
胎
内
⽂
書
三
表
）
に
よ
る

と
、
般
若
心
経
の
奥
書
に
願
文
が
し
た
た
め
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
の
願
⽂
に
よ
る
と
、
永
和
四
年
（
一
三
七
八
）
一
〇
⽉

一
五
⽇
に
丹
波
国
多
紀
郡
⼤
澤
庄
中
村
道
場
に
お
い
て
、
⼤
檀

那
覺
性
や
凌
阿
弥
陀
仏
、
嚴
阿
弥
陀
仏
な
ど
阿
号
を
も
つ
念
仏

衆
ら
が
結
縁
し
、
法
華
経
読
誦
や
念
仏
を
お
こ
な
っ
て
こ
の
仁

王
像
を
造
像
供
養
し
て
い
る
。
そ
の
表
記
に
お
い
て
、
永
和
四
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年
の
「
四
」
と
い
う
。
字
を
き
ら
い
、「
⼆⼆

年
」
と
書
い
て

い
る
。
ま
た
東
林
坊
⻑
海
と
い
う
僧
侶
が
「
法
華
経
秘
注
」
の

書
写
な
ど
、
本
像
造
像
に
中
⼼
的
な
働
き
を
し
て
い
る
。
東
林

坊
は
⽐
叡
⼭
横
川
に
あ
っ
た
延
暦
寺
の
末
寺
で
あ
る
。
願
⽂
に

は
⽗
の
菩
提
を
弔
う
た
め
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
⽑
髪
や
⽖
は
⻑

海
の
⽗
親
の
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
、
舎
利
を
封

⼊
し
て
い
た
と
お
ぼ
し
き
袋
や
、
⽳
が
貫
通
し
て
い
る
⾚
瑪
瑙

の
⽟
が
発
⾒
さ
れ
た
。

　

ま
た
頭
部
墨
書
に
よ
り
、
慶
安
三
年
（
一
六
五
〇
）
京
⾼
倉

猪
熊
の
仏
所
で
修
復
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
台
座
は
造
像
当
初
の

も
の
で
は
な
く
修
理
時
に
作
ら
れ
た
可
能
性
が
あ
る
こ
と
。

　

一
三
七
八
年
当
時
は
「
⽂
保
寺
」「
⽂
寶
寺
」
の
表
記
が
混

在
し
て
い
る
こ
と
。
一
三
八
五
年
創
建
の
楼
⾨
よ
り
も
、
こ
の

仁
王
像
が
先
に
造
ら
れ
た
こ
と
な
ど
が
あ
ら
た
な
知
⾒
と
し
て

加
わ
っ
た
。

為
度
衆
⽣
故　

⽅
便
現
涅
槃　

⽽
実
不
滅
度　

常
住
此
説
法

我
常
住
於
此　

以
諸
神
通
⼒　

令
顛
倒
衆
⽣　

雖
近
⽽
不
⾒

衆
⾒
我
滅
度　

広
供
養
舎
利　

咸
皆
懐
恋
慕　

⽽
⽣
渇
仰
⼼

衆
⽣
既
信
伏　

質
直
意
柔
軟　

⼀
⼼
欲
⾒
仏　

不
⾃
惜
⾝
命

時
我
及
衆
僧　

倶
出
霊
鷲
⼭　

我
時
語
衆
⽣　

常
在
此
不
滅

以
⽅
便
⼒
故　

現
有
滅
不
滅

像
胎
内
⽂
書

（
胎
内
⽂
書
一
表
）

「
法
華
経
⽅
便
品
」

仏
所
成
就　

第
⼀
希
有　

難
解
之
法　

唯
仏
与
仏　

乃
能
究
尽

諸
法
実
相　

所
謂
諸
法　

如
是
相
如　

是
性
如
是　

体
如
是
⼒

如
是
作
如　

是
因
如
是　

縁
如
是
果　

如
是
報
如　

是
本
末
究

竟
等
爾
時　

世
尊
欲
重　

宣
此
義
⽽　

説
偈
⾔

⾃
我
得
仏　

来
所
経
諸　

劫
数
無
量　

百
千
万
億　

載
阿
僧
祇

常
説
法
教　

化
無
数
億　

衆
⽣
令
⼊　

於
仏
道
爾　

来
無
量
劫

（
胎
内
⽂
書
一
裏
）

「
法
華
経
如
来
寿
量
品
」
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余
国
有
衆
⽣
恭
敬
信
楽
者
我
復
於
彼
中
為
説
無
上
法
汝
等
不
聞

此
但
謂
我
滅
度
我
⾒
諸
衆
⽣
没
在
於
苦
海
故
不
為
現
⾝
令
其
⽣

渇
仰
因
其
⼼
恋
慕
乃
出
為
説
法
神
通
⼒
如
是
於
阿
僧
祇
劫
常
在

霊
鷲
⼭
及
余
諸
住
処
衆
⽣⾒

劫
尽
⼤
⽕
所
焼
時
我
此
⼟
安
穏
天

⼈
常
充
満
園
林
諸
堂
閣
種
種
宝
荘
厳
宝
樹
多
花
果
衆
⽣
所
遊
楽

諸
天
撃
天
⿎
常
作
衆
伎
楽
⾬
曼
陀
羅
華
散
仏
及
⼤
衆
我
浄
⼟
不

毀
⽽
衆
⾒
焼
尽
憂
怖
諸
苦
悩
如
是
悉
充
満
是
諸
罪
衆
⽣
以
悪
業

因
縁
過
阿
僧
祇
劫
不
聞
三
宝
名
諸
有
修
功
徳
柔
和
質
直
者
則
皆

⾒
我
⾝
在
此
⽽
説
法
或
時
為
此
衆
説
仏
寿
無
量
久
乃
⾒
仏
者
為

説
仏
難
値
我
智
⼒
如
是
慧
光
照
無
量
寿
命
無
数
劫
久
修
業
所
得

汝
等
有
智
者
勿
於
此
⽣
疑

（
胎
内
⽂
書
二
表
）

「
法
華
経
如
来
寿
量
品

放
逸
著
五
欲
堕
於
悪
道
中
我
常
知
衆
⽣

⾏
道
不
⾏
道
随
応
所
可
度
為
説
種
種
法
毎
⾃
作
是
念
以
何
令
衆

⽣
得
⼊
無
上
道
速
成
就
仏
⾝

永
和
⼆⼆

年
⼗
⽉
⼗
四
⽇
⻑
海
敬
書

（
胎
内
⽂
書
二
裏
）

「
法
華
経
如
来
寿
量
品
」

当
断
令
永
尽
仏
語
実
不
虚
如
医
善
⽅
便
為
治
狂
⼦
故
実
在
⽽
⾔

死
無
能
説
虚
妄
我
亦
為
世
⽗
救
諸
苦
患
者
為
凡
夫
顛
倒
実
在
⽽

⾔
滅
以
常
⾒
我
故
⽽
⽣
恣
⼼

戊
午
天
台
⼭
末
学
東
林
坊
⻑
海

（
胎
内
⽂
書
三
表
）

摩
訶
般
若
波
羅
蜜
多
⼼
経

観
⾃
在
菩
薩
⾏
深
般
若
波
羅
蜜
多
時
照
⾒
五
蘊
皆
空
度
⼀
切
苦

厄
。
舎
利
⼦
⾊
不
異
空
空
不
異
⾊⾊

即
是
空
空
即
是
⾊
。
受
想

⾏
識
亦
復
如
是
。
舎
利
⼦
是
諸
法
空
相
不
⽣
不
滅
不
垢
不
浄
不

増
不
減
是
故
空
中
無
⾊
無
受
想
⾏
識
無
眼
⽿
⿐
⾆
⾝
意
無
⾊
声

⾹
味
触
法
無
眼
界
乃
⾄
無
意
識
界
無
無
明
亦
無
無
明
尽
乃
⾄
無

⽼
死
亦
無
⽼
死
尽
無
苦
集
滅
道
。
無
智
亦
無
得
。
以
無
所
得
故
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菩
提
薩
埵
依
般
若
波
羅
蜜
多
故
⼼
無
罣
礙
無
罣
礙
故
無
有
恐
怖

遠
離
⼀
切
顛
倒
夢
想
究
竟
涅
槃
。
三
世
諸
仏
依
般
若
波
羅
蜜
多

故
得
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
。
故
知
般
若
波
羅
蜜
多
是
⼤
神
呪

是⼤
明
呪
是
無
上
呪
是
無
等
等
呪
能
除
⼀
切
苦
真
実
不
虚
。
故
説

般
若
波
羅
蜜
多
呪

即
説
呪
⽈
羯
諦
羯
諦
波
羅
羯
諦
波
羅
僧
羯
諦
菩
提
薩
婆
訶
般
若

⼼
経

三
⼗
三
巻
号
之
嚴
阿
弥
陀
佛

是
書
願
⼒

南
無
阿
弥
陀
佛
南
無
阿
弥
陀
佛
南
無
阿
弥
陀
佛
南
無
阿
弥
陀
佛

南
無
阿
弥
陀
佛
南
無
阿
弥
陀
佛

永
和
⼆⼆

年
戊
午
⼗
⼀⽉

⼗
五
⽇
敬
⽩

嚴
阿
弥
陀
佛
丹
波
國
多
紀
郡
⼤
澤
庄
中
村
道
場

（
胎
内
⽂
書
四
表
）
静
明
授
⼼
賀
乗
祐
海
授
貞

（
右
脚
枘
）「
丹
州
⽂
保
寺
⼆
王

永
和
四
年
戊
午
⼗
⼀⽉

⼗
六
⽇
院
主
⿓
登
律
師
覚
聞
」

　
　
　
　

執
⾏
⼩
輔　

登
賢

　
　
　
　
　
　
　
　
　

宝
蔵
院

勧
進
沙
⾨
正
僧　

旦
那
舩
⽊
國
弘

⾏
事
坂
本
御
坊
道
賢

東
林
坊
⻑
海

（
左
脚
枘
）「
仏
師
侍
従
法
眼

　
　
　
　
　
　
　
　

弁
法
橋
」

（
吽
形
像
）
二
四
五
㎝
（
阿
形
像
）
二
三
五
㎝

修
理
銘
「
京
⾼
倉
御
仏
所
熊
⾕
惣
右
衛
⾨
三
⼗
⼋
」

「
⼤
仏
師
惣
右
衛
⾨
」「
ふ
う
ゝ
の
た
め
」
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「
慶
安
三
年
⾦
神
⽅
と
し
て
う
ま
れ
三
⽉
に
お
い
た
し
申
し
候
」

「
⼩
児
の
お
や
の
た
め
に
」

（
吽
形
像
）
二
四
五
㎝

（
阿
形
像
）
二
三
五
㎝

　

吽
形
像
の
顔
面
裏
に
修
理
銘
の
墨
書
が
び
っ
し
り
と
書
き
込

ま
れ
て
い
た
。
京
高
倉
御
仏
所
の
熊
谷
惣
右
衛
門
が
「
慶
安
三

年
金
神
方
と
し
て
う
ま
れ
三
月
に
お
い
た
し
申
し
候
」
と
し
た

た
め
て
い
る
。
つ
ま
り
、
あ
ら
ゆ
る
こ
と
が
凶
で
、
も
し
家
の

造
作
な
ど
を
し
た
ら
家
族
七
人
が
亡
く
な
る
と
い
う
「
金
神
」

の
年
回
り
に
私
は
生
ま
れ
た
が
、
こ
の
仁
王
を
修
復
し
た
お
か

げ
で
三
月
に
金
神
を
追
い
だ
し
た
」
と
い
う
。

　

ま
た
「
小
児
の
お
や
の
た
め
に
」「
ふ
う
ゝ
の
た
め
に
」
と

あ
る
の
は
、
慶
安
の
修
復
の
施
主
は
、
お
そ
ら
く
子
を
早
く
亡

く
し
た
夫
婦
で
、
早
世
し
た
我
が
子
の
菩
提
を
弔
い
た
い
と
い

う
願
い
に
応
え
、
熊
谷
惣
右
衛
門
が
修
復
を
し
た
と
い
う
意
味

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

吽
形
像
に
つ
い
て

　

吽
形
像
の
足
ほ
ぞ
の
保
存
状
態
は
よ
く
な
か
っ
た
。
吽
形
像

を
持
ち
上
げ
た
段
階
で
、
台
座
の
接
触
面
は
ほ
と
ん
ど
虫
損
に

よ
り
洞
と
化
し
て
い
た
。
理
由
は
わ
ず
か
八
メ
ー
ト
ル
で
は
あ

る
が
、
山
肌
近
い
こ
と
に
よ
り
、
湿
気
が
虫
損
を
助
長
し
た
と

考
え
ら
れ
る
。

　

い
ま
赤
外
線
写
真
を
閲
す
る
と
、「
旦
那　

佃
縣
刀
祢　

舩

木
国
貞
」
と
読
め
る
。
つ
ま
り
在
地
領
主
た
る
佃
縣
刀
祢
舩
木

国
貞
が
こ
の
像
の
費
用
を
負
担
し
た
こ
と
が
知
れ
る
。

玉
眼
の
製
作
過
程

　

今
回
の
修
理
で
吽
形
像
胎
内
か
ら
二
つ
の
木
片
が
発
見
さ
れ

た
。
正
方
形
に
近
い
ヒ
ノ
キ
材
で
、
中
央
に
ド
ー
ム
状
の
突
起

が
あ
る
。
当
初
は
、
下
肢
中
央
の
空
間
を
ふ
さ
ぐ
た
め
の
蓋
と

し
て
使
用
さ
れ
た
の
か
と
考
え
て
い
た
が
、
仁
王
像
の
玉
眼
を

か
ぶ
せ
て
み
る
と
、
す
っ
ぽ
り
と
そ
の
上
に
被
さ
っ
た
。

玉
眼
の
内
型
が
、
こ
の
木
片
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
で

は
、
外
型
は
ど
の
よ
う
に
し
て
製
作
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ

れ
は
意
外
な
と
こ
ろ
か
ら
発
見
さ
れ
た
。
そ
れ
は
玉
眼
を
内
側
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か
ら
竹
釘
で
留
め
て
い
る
部
材
が
そ
れ
と
知
れ
る
。

『
文
保
寺
回
禄
記
』
に
み
る
本
像
の
縁
起

　

文
保
寺
は
巻
子
本『
仙
菀
岩
頂
松
尾
山文

保
寺
改
禄
之
記
』（
以

下
『
文
保
寺
改
禄
之
記
』
と
表
記
）
な
る
縁
起
を
伝
え
て
い
る
。

成
立
年
は
不
明
で
あ
る
が
、
第
一
巻
は
明
徳
の
こ
ろ
の
成
立
と

い
い
、
隆
円
が
錯
簡
を
訂
正
し
て
清
書
し
た
と
い
う
。
こ
の
仁

王
像
に
関
す
る
記
述
を
『
文
保
寺
改
禄
之
記
』
に
み
る
と
、
仁

王
像
は
一
三
八
八
年
、
後
小
松
院
の
発
願
に
よ
り
「
文
保
寺
」

の
寺
号
を
た
ま
わ
り
、
仁
王
門
を
建
て
、
そ
の
維
持
管
理
の
た

め
の
金
剛
寺
を
建
立
し
て
塔
頭
と
し
た
と
述
べ
る
。

　

嘉
慶
二
年
（
一
三
八
八
）
の
春
、
義
顕
卿
が
勅
使
と
し
て
衆

徒
に
む
か
い
宣
旨
の
趣
を
述
べ
ら
れ
た
内
容
は
、
当
山
の
由
緒

が
、
後
小
松
院
の
お
耳
に
達
す
る
と
こ
ろ
に
な
り
、
帝
の
感
激

は
ひ
と
し
お
で
あ
っ
た
。「
文
保
の
寺
号
こ
そ
、
な
に
よ
り
の

証
拠
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
護
持
の
寺
院
に
定
め
る
べ
き
で
あ

る
。［
護
持
御
衣
加
持
の
儀
で
あ
る
。
月
に
三
十
日
に
一
つ
と

い
う
御
衣
な
り
］」
と
い
う
宣
旨
で
あ
る
。
謹
し
ん
で
領
堂
を

た
ま
わ
っ
た
。
す
な
わ
ち
二
王
門
を
建
立
す
べ
き
で
あ
る
と
。

や
が
て
仁
王
門
が
建
ち
仁
王
像
が
す
っ
く
と
立
ち
納
さ
ま
っ
た

の
で
、
後
小
松
院
の
御
自
筆
で
「
文
保
」
二
字
の
札
を
門
前
に

立
て
、
大
綱
を
お
張
り
に
な
っ
た
こ
と
は
、
こ
の
寺
を
護
持
し

た
い
と
い
う
お
気
持
ち
の
表
れ
で
あ
る
。
さ
て
近
所
に
て
堂
領

を
付
属
さ
せ
坊
舎
二
院
と
二
王
門
を
建
て
、
守
護
の
寺
な
ら
は

寺
号
を
金
剛
寺
と
号
し
、
當
寺
の
塔
中
と
お
定
め
に
な
っ
て
勅

使
は
還
り
路
に
つ
か
れ
た
。

　
『
文
保
寺
改
禄
之
記
』
に
よ
る
と
、
後
小
松
院
の
帰
依
と
仁

王
門
建
立
、
仁
王
像
造
像
、
仁
王
門
護
持
の
た
め
の
金
剛
寺
草

創
は
一
連
の
出
来
事
で
あ
っ
た
と
伝
え
る
。

　

た
だ
し
、
胎
内
文
書
に
よ
る
と
、
仁
王
像
の
建
立
は

一
三
七
八
年
で
あ
り
、
こ
の
記
述
よ
り
約
一
〇
年
遡
る
こ
と
に

な
る
。

朱
筆
の
写
経

　

朱
で
し
た
た
め
た
写
経
の
発
見
は
、
大
き
な
成
果
で
あ
っ
た

と
い
え
る
。
こ
れ
は
千
本
釈
迦
堂
報
恩
寺
が
所
蔵
す
る
釈
迦
十

大
弟
子
像
の
な
か
に
み
ら
れ
る
ほ
か
は
類
例
が
な
い
。
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お
そ
ら
く
は
二
十
四
孝
の
な
か
に
出
て
く
る
朱
寿
昌
の
刺
血

写
経
の
故
事
を
踏
ま
え
て
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
幼
い
こ
ろ
に

離
れ
ば
な
れ
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
母
に
会
う
た
め
に
、
官
位
を

棄
て
、
家
族
と
も
別
れ
て
母
親
を
捜
す
。
朱
寿
昌
は
、
腕
に
傷

を
つ
け
、
傷
か
ら
の
血
液
で
写
経
を
し
て
再
会
を
祈
願
し
、
そ

の
甲
斐
あ
っ
て
五
十
年
ぶ
り
の
対
面
を
実
現
さ
せ
ま
す
。
こ
の

話
は
、
日
本
で
は
御
伽
草
子
『
二
十
四
孝
』
に
み
え
る
。
そ
ん

な
こ
と
か
ら
逢
え
な
い
肉
親
に
会
う
た
め
に
、
こ
の
朱
筆
写
経

を
し
た
た
め
、
胎
内
に
収
め
た
と
想
像
で
き
る
。

　

ま
た
、
血
で
書
い
た
大
蔵
経
と
い
う
の
は
、『
保
元
物
語
』

の
な
か
に
、
崇
徳
院
が
血
で
書
い
た
五
部
大
乗
経
を
崇
徳
は
讃

岐
で
自
身
の
不
運
を
嘆
き
な
が
ら
日
を
送
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、

あ
る
日
、
思
い
い
た
っ
て
五
部
大
乗
経
を
写
経
し
、
和
歌
を
添

え
て
、
都
の
あ
た
り
の
寺
に
奉
納
す
る
こ
と
を
要
望
す
る
。
こ

れ
は
純
粋
に
後
世
の
安
寧
を
得
る
た
め
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

後
白
河
は
こ
れ
を
拒
否
す
る
。
そ
れ
で
崇
徳
は
激
怒
し
、
後
白

河
は
未
来
永
劫
ま
で
も
敵
で
あ
る
と
宣
言
す
る
。
そ
し
て
「
日

本
国
の
大
魔
縁
」
と
な
る
こ
と
を
誓
っ
て
舌
先
を
噛
み
切
り
、

そ
の
血
で
も
っ
て
誓
状
を
し
た
た
め
る
と
い
う
話
で
あ
る
が
、

写
経
の
く
だ
り
は
史
実
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。『
吉
記
』
な

ど
貴
族
の
日
記
に
、
そ
の
写
経
が
都
に
流
れ
着
い
て
、
さ
ま
ざ

ま
な
疫
病
を
引
き
起
こ
す
さ
ま
が
描
か
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

つ
ま
り
通
常
の
墨
筆
の
写
経
よ
り
強
力
な
願
い
を
集
め
た
の
が

こ
の
朱
筆
の
写
経
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

爪
、
毛
髪
な
ど
の
人
体
起
源
の
納
入
品
に
つ
い
て

　

阿
形
像
か
ら
発
見
さ
れ
た
爪
や
髪
の
毛
を
納
め
る
こ
と
に
ど

ん
な
意
義
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
髪
の
毛
、
爪
な
ど
身
体
の
一

部
を
仏
像
胎
内
に
納
め
る
こ
と
で
、
仁
王
像
の
一
部
に
な
る
。

そ
し
て
、
仏
の
胎
内
と
い
う
空
間
で
、
祈
り
の
力
を
集
め
、
成

仏
を
期
し
、
ま
た
い
つ
か
人
間
と
し
て
再
生
を
期
さ
れ
る
。
そ

ん
な
プ
リ
ミ
テ
ィ
ブ
な
信
仰
が
、
浄
土
教
と
い
う
思
想
と
融
合

し
て
納
入
品
を
お
さ
め
さ
せ
て
い
る
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。
仏

像
の
胎
内
は
、
単
な
る
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
で
は
な
い
。
近
代
人

に
は
失
わ
れ
た
感
覚
で
あ
る
が
、
き
わ
め
て
亡
き
人
の
身
体
を

い
と
お
し
み
尊
重
す
る
姿
勢
が
み
ら
れ
る
。

　

今
回
の
修
復
で
、
阿
形
像
胎
内
か
ら
法
華
経
信
解
品
の
抜
き

書
き
が
見
出
さ
れ
た
。
放
恣
な
想
像
は
謹
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
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い
が
、
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
本
像
の
願
主
で
あ
る
長
海
の
父
、

あ
る
い
は
子
の
も
の
で
あ
る
可
能
性
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

仁
王
信
仰
と
本
像
を
め
ぐ
る
伝
承

　

仁
王
は
仏
敵
を
撃
退
す
る
役
目
だ
っ
た
の
が
、
江
戸
時
代
こ

ろ
か
ら
庶
民
の
信
仰
を
集
め
る
よ
う
に
な
っ
て
、
畏
怖
す
べ
き

相
貌
で
あ
り
な
が
ら
親
し
ま
れ
た
。
健
康
や
健
脚
を
祈
る
も
の

は
、
強
い
仁
王
に
あ
や
か
ろ
う
と
わ
ら
じ
を
奉
納
し
た
。
東
京

浅
草
寺
や
愛
媛
の
石
手
寺
に
は
、
全
長
四
・
五
メ
ー
ト
ル
も
の

草
鞋
が
奉
納
さ
れ
る
例
も
あ
る
。

　

さ
ら
に
病
人
や
け
が
人
が
紙
つ
ぶ
て
を
噛
み
、
仁
王
像
に
紙

つ
ぶ
て
を
投
げ
つ
け
る
と
い
う
風
習
も
あ
る
。
紙
つ
ぶ
て
が
、

患
部
と
同
じ
仁
王
像
の
部
分
に
当
た
っ
て
付
着
し
て
落
下
し
な

け
れ
ば
治
癒
が
望
め
る
と
い
う
信
仰
で
あ
る
。
噛
ん
だ
紙
は
自

身
の
分
身
で
あ
り
、
そ
れ
が
仁
王
像
に
し
ば
ら
く
貼
り
付
く
こ

と
で
仁
王
像
の
も
つ
力
を
患
部
に
も
享
受
す
る
こ
と
が
で
き
る

と
考
え
た
も
の
ら
し
い
。
岩
手
天
台
寺
や
東
京
東
覚
寺
の
よ
う

に
、
仁
王
像
に
直
接
札
を
貼
り
つ
け
る
と
い
う
風
習
も
見
ら
れ

る
。

　

こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
本
像
が
近
代
の
札
を
多
数
蔵
し
て

い
る
こ
と
は
、
こ
の
よ
う
な
紙
つ
ぶ
て
の
風
習
が
本
像
に
お
い

て
も
行
わ
れ
て
い
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

股
く
ぐ
り
も
、
紙
つ
ぶ
て
も
、
東
北
か
ら
九
州
ま
で
各
地
に

伝
わ
る
が
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、
西
日
本
よ
り
も
東
日
本
に

多
い
よ
う
で
あ
る
。
た
だ
し
沖
縄
だ
け
は
仁
王
は
「
ニ
オ
ー
ブ

ト
キ
」
な
ど
と
呼
ば
れ
、
特
に
子
供
の
守
護
神
と
し
て
信
仰
さ

れ
て
い
る
。
庶
民
に
親
し
ま
れ
た
。
仁
王
は
民
話
の
中
に
も
登

場
す
る
。
埼
玉
十
輪
寺
の
仁
王
は
農
作
業
を
手
伝
っ
た
と
か
、

香
川
安
楽
寺
の
仁
王
は
空
海
筆
の
額
を
盗
ん
だ
泥
棒
を
追
い
か

け
て
捕
ら
え
た
と
か
、
善
神
と
し
て
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
福
島

如
法
寺
の
仁
王
の
よ
う
に
、
通
行人

に
次
々
と
相
撲
を
挑
み
か

か
り
迷
惑
を
か
け
た
た
め
つ
い
に
は
懲
ら
し
め
ら
れ
る
と
い
う

人
間
的
な
仁
王
の
民
話
も
創
作
さ
れ
る
。

　

弘
文
堂
版
『
日
本
昔
話
事
典
』
に
は
、
放
屁
し
た
婆
が
「
に

お
う
か
」
と
言
っ
た
の
で
、
夜
遊
び
中
の
仁
王
は
隠
れ
て
い
る

の
を
知
ら
れ
た
と
思
い
、
逃
げ
出
す
と
い
う
話
が
出
て
く
る
。

こ
れ
は
山
形
長
野
島
根
等
で
報
告
さ
れ
て
お
り
、「
愚
人
譚
に

分
類
さ
れ
る
。
掛
詞
の
お
も
し
ろ
さ
で
笑
わ
せ
る
話
」
と
あ
り
、
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他
に
も
同
事
典
に
は
「
仁
王
と
不
動
の
か
く
れ
ん
ぼ
と
あ
り
、

こ
わ
い
顔
に
似
ず
、
昔
話
で
は
滑
稽
な
存
在
と
し
て
親
し
ま
れ

て
い
る
よ
う
で
あ
る
」
と
評
さ
れ
て
い
る
。

　

奥
田
楽
々
斎
に
よ
る
『
多
紀
郷
土
史
考
』
に
よ
る
と
、
味
間

に
伝
わ
る
伝
承
と
し
て
、
本
像
に
ま
つ
わ
る
伝
説
を
収
載
し
て

い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
味
間
の
奥
に
波
多
野
竹
右
衛
門
と
い

う
豪
傑
が
い
た
。
敵
一
倍
の
力
を
授
け
給
え
と
文
保
寺
の
仁
王

様
に
三
七
二
十
一
日
の
願
を
か
け
た
。
そ
の
満
願
の
時
に
目
の

前
に
横
た
わ
る
も
の
が
あ
る
の
で
何
心
な
く
蹴
っ
て
見
た
ら
コ

ロ
コ
ロ
と
十
間
許
り
転
げ
た
の
で
こ
れ
を
よ
く
見
る
と
目
方

六
〇
貫
程
も
あ
ろ
う
と
い
う
大
石
で
あ
っ
た
の
で
今
更
の
様
に

驚
い
た
と
い
う
。
後
に
力士

に
な
っ
て
江
戸
表
に
登
っ
た
が
何

と
言
っ
て
も
敵
一
倍
と
い
う
力
が
も
の
を
言
っ
て
負
け
た
事
な

く
、つ
い
に
嫉
み
を
受
け
て
大
勢
か
か
っ
て
来
た
の
で
傍
に
在
っ

た
青
竹
を
し
ご
い
て
力
帯
に
し
め
た
と
い
う
。
こ
れ
よ
り
竹
右

衛
門
の
名
が
つ
い
た
と
い
う
。
ま
こ
と
に
筋
肉
隆
々
た
る
本
像

に
ふ
さ
わ
し
い
伝
説
で
あ
る
。

　

阿
形
像
の
胎
内
か
ら
発
見
さ
れ
た
宋
銭
は
、
元
豊
通
宝

（
一
〇
六
四
年
）
で
あ
る
。
き
わ
め
て
表
面
の
摩
耗
が
激
し
く
、

文
字
の
判
読
も
困
難
で
あ
っ
た
。
こ
の
宋
銭
は
わ
ず
か
二
年
だ

け
流
通
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。

ま
と
め

　

阿
形
像
か
ら
発
見
さ
れ
た
願
⽂
に
よ
る
と
、
永
和
四
年

（
一
三
七
八
）
一
〇
⽉
一
五
⽇
に
丹
波
国
多
紀
郡
⼤
澤
庄
中
村

道
場
に
お
い
て
、
⼤
檀
那
覺
性
や
凌
阿
弥
陀
仏
、
嚴
阿
弥
陀
仏

ら
が
般
若
⼼
経
を
書
写
し
、
法
華
経
読
誦
や
念
仏
を
お
こ
な
っ

て
こ
の
仁
王
像
を
造
像
供
養
し
て
い
る
。

　

東
林
坊
長
海
な
る
僧
侶
が
本
像
造
像
に
中
⼼
的
な
働
き
を
し

て
い
る
。
東
林
坊
は
⽐
叡
⼭
横
川
に
あ
っ
た
延
暦
寺
の
末
寺
で

あ
る
。
願
⽂
に
は
⽗
の
菩
提
を
弔
う
た
め
と
あ
る
こ
と
か
ら
、

⽑
髪
や
⽖
は
⻑
海
の
⽗
親
の
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
。
ま

た
、
舎
利
を
封
⼊
し
て
い
た
と
お
ぼ
し
き
袋
や
、
⽳
が
貫
通
し

て
い
る
⾚
瑪
瑙
の
⽟
も
発
⾒
さ
れ
た
。

　

ま
た
頭
部
墨
書
に
よ
り
、
慶
安
三
年
（
一
六
五
〇
）
京
都
⾼

倉
猪
熊
の
仏
所
で
修
復
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
台
座
は
造
像
当
初
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の
も
の
で
は
な
く
修
理
時
に
作
ら
れ
た
可
能
性
が
あ
る
こ
と
。

一
三
七
八
年
当
時
は
「
⽂
保
寺
」「
⽂
寶
寺
」
の
表
記
が
混
在

し
て
い
る
こ
と
。
一
三
八
五
年
創
建
の
楼
⾨
よ
り
も
、
こ
の
仁

王
像
が
先
に
造
ら
れ
た
こ
と
な
ど
が
あ
ら
た
な
知
⾒
と
し
て
加

わ
っ
た
。
永
和
四
年
の
墨
書
と
、
慶
安
三
年
の
修
理
銘
が
発
見

さ
れ
て
、
そ
し
て
今
回
新
た
に
三
〇
〇
年
ご
と
に
修
復
が
さ
れ

て
き
た
。

　

ど
う
し
て
こ
の
像
が
発
願
さ
れ
た
の
か
。
ど
の
よ
う
な
使
命

を
も
っ
て
こ
の
お
像
が
日
本
仏
像
彫
刻
史
の
な
か
で
、
ど
の
よ

う
な
位
置
に
あ
る
の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
明
確
に

な
っ
て
は
い
な
い
。
た
だ
、
す
で
に
兵
庫
県
立
歴
史
博
物
館
の

神
戸
さ
ん
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
院
派
と
円
派
、
京
都

を
拠
点
に
活
動
す
る
仏
師
の
二
流
派
を
統
合
す
る
よ
う
な
人
達

に
よ
っ
て
こ
の
造
像
が
な
さ
れ
て
い
る
ら
し
い
。

　

平
成
三
〇
年
、
こ
の
両
像
は
篠
山
市
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
。

　

史
実
が
明
確
に
な
る
た
め
に
は
、
さ
ら
に
研
究
調
査
が
必
要

で
あ
る
。
そ
れ
ら
課
題
も
含
め
次
代
に
引
き
継
い
で
い
け
る
と

い
う
意
味
で
、
篠
山
市
文
化
財
に
し
て
い
さ
れ
た
こ
と
は
と
て

も
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

謝
辞

　

修
復
を
手
が
け
れ
ら
れ
た
三
浦
耀
山
氏
、
河
田
喜
代
治
氏
、

半
年
間
、
胎
内
に
蓄
積
さ
れ
た
塵
芥
し
か
見
て
な
か
っ
た
、
そ

ん
な
丁
寧
な
修
復
に
感
謝
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
お
か
げ
で

歴
史
的
に
貴
重
な
資
料
が
散
逸
を
ま
ぬ
が
れ
た
。

　

こ
の
た
び
の
修
理
を
発
願
さ
れ
た
文
保
寺
塔
頭
寺
院
の
三
山

の
ご
住
職
は
じ
め
、
檀
信
徒
の
か
た
が
た
、
一
連
の
修
復
に
搬

出
、
施
入
に
関
し
て
、
ご
尽
力
さ
れ
た
関
係
者
に
対
し
て
謝
意

を
表
し
た
い
。

仙
菀
岩
頂
松
尾
山文

保
寺
改
禄
之
記

抑
當
山
之
来
由
を
尋
に
人
皇
十
二
代
景
行
天
皇

御
宇
に
當
て
法
道
仙
人
於
天
竺
霊
鷲
山金

剛

摩
尼
之
法
を
修
し
通
カ
自
在
乃
徳
登
を
得
て
則

天
眼
を
以
て
三
域
を
視
ル
に
我
朝
は
佛
法
流
布
の

勝
地
な
る
こ
と
を
知
て
紫
雲
に
乗
し
播
州

丹
陽
乃
間
に
来
降
し
数
多
乃
寺
院
を
建
立
し
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佛
像
を
安
置
し
給
ふ
然
而
三
十
七
代
孝
徳

天
皇
乃
御
宇
大
化
之
初
メ
當
山
の
峯
に
高
廣

無
双
の
盤
石
有
則
と
仙
人
い
ふ
法
道
池
の
石
上
ニ
座
し
て

法
を
修
し
給
ふ
一
佛
乃
尊
像
を
刻
彫
を
［
則
今
の
正
観
音
也
］

時
到
て
帝
に
向
て
奏
し
て
い
わ
く
我
は
こ
れ

空
鉢
仙
人
と
い
ふ
者
也
日
域
に
佛
法
を
弘
め
貴

財
乃
群
類
尓
に
結
縁
し
て
済
度
せ
ん
か
た
め

天
竺
霊
鷲
山
よ
り
来
降
せ
り
我
今
一
佛
を

刻
立
す
通
力
自
在
乃
身
な
れ
は
鉢
を
飛
し
て

佛
室
を
作
ら
ん
こ
と
宛
も
鳥
の
巣
を
く
ふ
こ
と
し

然
と
い
ふ
と
も
玉
躰
守
護
の
祈
室
と
成
し

侍
ら
ん
早
疾
建
立
し
は
給
ふ
へ
し
と
云
々

帝
随
喜
し
て
の
給
は
く
朕
己
に
十
禅
乃
玉
床

に
座
す
る
と
い
へ
と
も
更
に
煩
穢
の
肉身

を
離

れ
ず
然
に
直
く
佛
身
を
拝
し
此
告
を
聞
こ
と

奇
哉
貴
哉
と
急
き
勅
命
を
下
し
給
へ
は

程
な
く
金
銀
珠
玉
乃
宝
殿
七
堂
伽
藍
を
造

営
有
し
か
は
則
法
道
自
作
の
本
尊
を
安
置

し
給
ふ
多
く
の
坊
舎
を
し
つ
ら
ひ
僧
徒

嘱
す
則
山
回
乃
行
者
を
立
王
城
を
加
持
し
都
而

和
土
乃
泰
平
を
祈
る
本
尊
能
恵
光
ハ
日
を
増

益
し
僧
室
盛
栄
ハ
年
々
喜
楽
ス
ト
云
々

有
為
轉
變
之
住
人
ハ
善
悪
邪
正
ヲ
混
乱
シ

盛
者
必
衰
之
盗
賊
ハ
誓
栄
便
富
を
も
奪
取
ル　

過
去
因
業
之
強
勢
ハ
佛
菩
薩
の
誓
力

に
も
勝
れ
た
り
堂
無
定
事
を
可
悲
ハ
凡
身
の

世
上
乃
な
ら
ひ
な
り
已
に
開
基
已
来
星
霜
三
百

余
年
を
過
て
承
平
年
中
の
事
か
藤
原
純

友
平
将
門
と
心
を
合
せ
逆
心
を
發
し
山
賊
海

賊
之
悪
黨
を
語
ら
ひ
集
め
帝
土
を
傾
む
け
ん
と　

エ
ミ
け
れ
は
終
に
本
望
を
遂
す
謀
反
の
大
将
将

門
は
関
東
に
て
俵
藤
太
秀
郷
に
討
れ

純
友
は
伊
豫
国
に
て
橘
遠
保
に
殺
さ
れ
ぬ

其
時
洛
中
江
乱
入
た
る
悪
黨
数
千
人方

々
へ

追
散
さ
れ
山
里
側
ら
に
徘
徊
し
濫
妨
す
此
一
族

國
中
乱
世
を
發
し
す
て
に
人
王
六
十
二
世
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村
上
帝
乃
御
宇
天
暦
の
頃
か
悪
族
の
大
勢

村
里
寺
社
佛
閣
片
押
に
し
破
失
す
を
兵
史
惣
門
に

群
る
を
見
て
山
中
の
僧
徒
老
僧
児
童
を
引

れ
追
落
せ
ん
と
す
る
に
数
兵
十方

擁
め
は
宛
も

一
瓶
乃
魚
の
こ
と
し
悉
く
害
失
し
て
火
を
放
は

坊
舎
佛
閣
暫
時
に
火
盡
す
其
時
虚
空
よ
り

老
翁
壹
人
飛
来
持
た
る
鉢
を
火
焔
の
中
へ
投
入
は

本
尊
ハ
鉢
に
乗
飛
出
老
翁
乃
肩
に
懸
り
給
へ
は

諸
と
も
南
の
空
に
飛
去
り
給
ふ
誠
に
玉
の
光
も
一
時

炎
と
な
り
三
百
余
年
繁
栄
も
夢
海
満
本

万
木
乃
盛
み
も
鹿
野
か
乃
栖
と
成
子
猿
浅
之
百
様
也

夫
人
は
有
限
壽
之
故
に
幸
時
之
至
を
不
待

佛
ハ
無
量
壽
之
故
に
遅
時
之
程
ヲ
不ふ

厭
矣

彼
老
翁
本
尊
を
奉
守
僅
に
往
て
本
庄
の

山
内
に
隠
し
置
た
り
輩
不
知
え
時
に
三
歳

乃
小
児
狂
気
し
て
訇
っ
て
い
は
く
此
所
の
山
内
に
佛
作

能
佛
像
あ
り
三
百
余
年
を
経
て
本
地
江
帰
り
給
ふ
其

間
に
室
を
飾
ら
ひ
崇
敬
す
へ
と
云
里
輩
不
議
え

思
ひ
を
な
し
山
中
を
尋
に
尋
不
当　

有
時
在
所
の
猟
師
殺

生
の
た
め
奥
山
に
入
ル
獣
も
の
多
く
飛
ひ
走
る
中
に
鹿
と
白
狐

櫁
ヲ

く
ハ
へ
岩
眉
に
登
る
猟
師
是
を
み
て
頓
る
此
鹿
を
射
ル
答
し
て

あ
く
る
心
地
能
思
ひ
て
飛
び
か
か
り
み
れ
は
光
明
か
く
や
く
た

佛
前
に
か
の
鹿
と
野
狐
供
花
を
備
へ
居
た
り
猟
師
肝
を

け
し
元
矢
つ
ぼ
を
見
れ
ば
本
尊
の
た
だ
中
に
あ
た
て
生
佛
の

白
ら
け
た
る
計
矢
ハ
御
膝
の
上
に
落
て
有
け
り

猟
師
首
を
地
に
着
恵
令
を
乞
ふ
則
お
い
奉
り
里
近
き

處
に
小
室
を
結
ひ
安
置
し
奉
る
と
な
り

鳥
は
古
巣
に
帰
り
花
ハ
春
を
得
て
開
く
不
盡
ハ
是

佛
法
の
勝
縁
な
り　

去
ハ
人
王
九
十
四
代
正
和
年
中

當
帝
花
薗
院
有
夜
御
夢
想
有
し
ハ
紫
宸

殿
の
前
に
長
年
の
老
僧
左
の
手
に
鉢
を
持
ち
右
の
手
に

錫
杖
を
持
つ
忽
然
と
立
給
ひ
て
奏
し
て
い
は
く

是
西
乾
に
あ
た
っ
て
佛
室
退
轉
の
旧
跡
有
其

山
名
は
仙
菀
岩
頂
松
尾
山長

流
寺
と
号
ス

こ
れ
則
玉
躰
を
守
護
し
四
海
静
溢
之
新
室

な
り
依
去
往
晋
大
化
乃
帝
是
を
造
営
す
と

い
へ
と
も
一
才
不
相
應
の
時
節
な
る
に
よ
っ
て
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終
に
退
転
す
今
則
三
才
相
応
乃
時
至
な
り

疾
再
造
有
へ
し
我
は
こ
れ
空
鉢
仙
人

な
り
常
に
霊
鷲
山
に
住
む
今
佛
杖
を
蒙
り

来
降
す
と
登
光
り
を
放
て
雲
中
に
飛
ひ
入
と
み
て

御
夢
は
覚
て
な
り
帝
不
思
議
な
る
御
夢

乃
内
に
佛
躰
あ
し
た
に
拝
し
奇
持
物
乃
御
告

有
し
こ
と
尊
き
事
に
思
召
左
右
乃
大
臣
に
仰
け
れ

俱
に
有
難
く
思
ひ
て
急
き
勅
使
を
立
尋
ら
る
る
に　
　

盛
た
た
る
山
中
に
仙
人
石
よ
り
差
ス
光
の
谷
の
流
れ
数

れ
は
是
こ
そ
御
告
の
旧
跡
な
ら
め
と
則
昔
の
光
り
を

移
し
て
建
立
有
則
御
守
本
尊
千
手
観
音
を

［
慈
覚
大
師
御
作
也
」
安
置
し
給
ふ
七
堂
伽
藍
美
々
を
盡
ス

ほ
と
に
漸
ク
文
保
元
年
ニ
立
納
り
れ
け
は
寺
号
を　

改
め
文
保
寺
と
勅
号
成
し
給
ふ
坊
舎
廿
一
坊
二
定

給
ふ
は
か
家
増
進
を
心
引
て
山
王
三
七
を
表
す

坊
領
五
百
余
町
を
宛
行
ひ
給
ふ
其
時
一
和
尚
空
現
長
師

此
人
生
所
石
塔
之
前
に
一
七
日
座
禅
し
て
大
衆
に

不
知

語
て
い
は
く
従
是
□
南
本
庄
之
里
に
當
寺
乃
本
尊

有
む
か
し
兵
乱
乃
時
皮
里
に
守
置
た
り
と

退
転
乃
次
第
本
尊
能
有
様
物
語
有
し
こ
と
先
條

に
見
へ
た
る
こ
と
く
凡
三
百
余
年
に
及
ぶ
こ
と
な
れ
は

代
物
を
與
へ
乞
請
し
と
云
々
爾
時
麓
乃
庄
司

味
間
本
堂
乃
祖
母
其
代
物
我
に
仰
よ
と
て

頓
償
ひ
乞
請
安
置
し
奉
る
「
依
之
本
尊
両
座
也
］

空
現
座
奥
を
藤
ひ
て
し
て
い
は
く
本
尊
本
地
の　
　

安
座
を
拝
し
奉
ら
ん
登
執
心
不
止
又
ま
た
霊
現
と

現
し
来
り
最
早
万
劫
を
経
ル
と
も
此
所
を

去
給
ふ
へ
か
ら
す
寺
僧
も
山
回
乃
行
者
を
立

昔
乃
こ
と
く
可
行
と
次
第
を
示
し
給
ひ
て
我
は
法
道　
　

仙
人
な
り
今
は
本
土
に
還
る
と
て
石
塔
の
内
に
入

給
ふ
依
之
此
石
塔
を
法
道
之
石
塔
と
い
ふ
調
立
之　

寺
僧
空
現
之
示
シ
の
こ
と
く
山
回
之
行
者
を

立
遠
近
の
峯
々
を
行
ひ
仙
人
石
に
お
ゐ
て
日

諸
天
を
勧
請
し
て
王
城
を
加
持
し
四
海
の

民
家
ま
て
安
寧
を
行
る
本
尊
ハ
金
殿
能
御
戸
を

開
き
宝
前
に
玖
玉
を
視
は
り
寺
院
は
繁
栄
の
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門
を
並
へ
空
中
に
富
福
を
感
す
山
は
盛
み
て
夕

月
を
通
さ
す
寺
は
賑
ひ
て
朝
日
を
移
す
是
則

叡
慮
乃
貴
情
法
道
乃
恩
施
な
り
と
云
々

權
者
雖
智
佛
教
不
説
不
可
度
草
木
雖
貧
花

實
不
咲
不
可
薫
爰
に

人
王
百
一
代
後
小
松
院
嘉
慶
元
年
に
如
何
成

勅
宣
に
や
御
勅
使
と
し
て
三
位
右
中
弁
源
義
顕

卿
諸
国
を
巡
回
し
給
ふ
頃
も
弥
生
半
山
桜
盛

な
り
し
か
は
当
山
に
詣
て
給
ひ
て
僅
乃
山
構
に
過
分

乃
大
伽
藍
玉
を
み
か
け
り
由
緒
や
有
な
ん
と
御
尋
有
し　

可
は
衆
徒
出
向
ひ
開
基
中
興
乃
次
第
委
細
に
言
上　

す
勅
使
如
何
思
ひ
け
ん
一
紙
ニ
記
し
帰
路
有
同
二
年

の
春
義
顕
卿
御
勅
使
と
し
て
衆
徒
に
む
か
ひ

宣
旨
乃
趣
演
ら
る
る
に
ハ
当
山
の
由
緒
叡
聞
に
達

す
る
処
に
叡
慮
不
浅
文
保
の
寺
号
こ
そ
證
拠

な
ん
め
り
則
護
持
の
寺
院
に
可
定
護
持
御
衣
加
持
の
儀
也

月
二
三
十
日
二
一
ツ
ト
い
ふ
御
衣
也

と
の
宣
旨
也
謹
而
領
堂
可
有
則
二
王
門
建
立
す
へ

し
登
や
か
て
赫
斗
立
納
り
け
れ
は
御
自
筆
に
て

二
字
の
札
を
立
門
前
に
大
綱
を
張
給
ふ
事
は
則
護
持

の
謂
れ
な
り
扨
近
所
に
て
堂
領
を
附
せ
し
る
［
町
間
不
分
明
］

坊
舎
二
院
を
建
二
王
門
守
護
乃
寺
奈
ら
は
寺
号

金
剛
寺
と
号
し
當
寺
の
塔
中
と
定
給
ひ
て

御
勅
使
還
路
有
し
登
な
り
去
程
に
大
悲
の
誓
ひ

に
は
枯
木
に
も
花
咲
朽
た
る
楊
は

み
と
り
を
な
す
と
也
常
澹
仰
乃
輩
は
福
聚
海
无

量
に
し
て
四
念
不
空
過
の
滅
諸
有
苦
ノ
妙
父
無
誤
叓

念
急
に
勿
生
疑
フ
ト
云
々

雲
清
天
に
群
て
秋
月
を
隠
す
風
木
梢
を
吹
て
春
花　

を
集
冨
と
い
へ
と
も
定
な
き
ハ
人
界
の
果
報
な
り

悲
哉
此
比
頃
所
々
乃
小
司
我
意
の
邪
欲
の
た
め
に
坊
領

を
方
々
え
奪
ひ
取
る
衆
徒
こ
れ
を
悲
し
ひ
い
の
成

働
ぞ
と
い
へ
は
面
々
乃
物
成
に
ま
っ
て
押
領
す
此
事
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訴
る
に
お
ゐ
て
則
時
に
寺
院
に
破
却
し
山
僧
共
に

命
失
せ
ん
と
い
ふ
僧
徒
此
威
勢
に
恐
れ
訴
ふ
こ
と

不
能
坊
領
悉
奪
れ
て
け
り
盛
衰
の
道
理
と
い
へ

と
も
無
念
乃
次
第
無
是
非
古
れ
よ
り
し
て
山
坊
微
力
ニ
し
て

戝
山
が
つ
の
風
情
と
な
る
多
く
浅
猿
し
き
有
様
な
る
や

［
人
王
百
六
代
後
奈
良
院
御
時
代
天
文
年
中
こ
ろ
］

和
州
吉
野
桜
本
法
印
勤
め
に
よ
っ
て
先
達
職
を
蒙
り

西
国
の
山
伏
を
し
た
か
へ
寺
僧
も
通
来
大
学
修
行

し
山
伏
と
な
り
法
躰
の
身
を
な
が
ら
大
鋸
斧
を
取
り

か
せ
き
を
も
つ
て
寺
院
相
続
し
本
尊
ニ
供
花
を

し
開
山
乃
示
し
を
失
な
は
し
と
取
行
ふ
大
悲
乃

誓
力
を
の
づ
か
ら
山
色
に
光
を
添
へ
山
僧
当
劫
に
随
て

深
修
す
る
に
そ
の
清
水
ひ
ろ
く
弘
誓
の
船
を
浮
め
ん

佛
法
秀
勇
三
會
の
暁
も
不
遠
と
心
を
磨
ク

玉
の
珠
数
松
の
盛
り
色
妙
な
る
を
松
尾
の
山
に
文
保
の　

勅
号
こ
そ
貴
き
目
出
度
事
の
み
猶
傳
聞
霊
山

聴
衆
縁
な
ら
す
は
当
山
に
不
可
入
況
や

一
稱
一
拝
族
現
世
安
穏
後
生
善
生
無
疑
者
也

仍
記
録
如
上
件

　
　

于
時
明
徳
三
年
壬
申
閏
春
下
幸
辰
欽
撰
之
畢

天
正
年
中
豊
臣
秀
吉
公
天
下
を

智
ル
十
五
年
亥
之
八
月
豊
臣
公

片
桐
市
正
奉
行
と
し
て
山
川
田
畑

地
幅
を
計
に
畝
歩
を
極
分
米
を
宛

此
時
寺
領
共
に
改
め
ら
れ
領
主
の
支
配
を

請
る
事
し
ハ
ら
く
の
間
也
に
十
七
年
丑
の

年
豊
臣
公
に
在
住
有
し
時

国
役
免
許
し
御
朱
印
下
し
置
る
る

其
後
元
和
五
年

台
徳
院
様
尊
上
意
境
内
山
林
茶

薗
寄
附
永
之
安
堵
相
違
不
可
有
之

執
達
證
文
時
之
諸
司
板
倉
伊
賀
守

よ
り
も
下
し
置
事

正
保
年
中
笹
山
城
主
松
平
山
城
守
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忠
國
当
山
江
詣
て
給
ひ
て
折
節

山
を
ろ
し
い
と
す
ゝ
や
か
に
俱
に
大
悲
の

誓
ひ
尊
く
覚
る
に
ぞ
み
す
か
ら

　
　

筆
を
取
御
言
乃
葉
に

　
　
　

妙
な
る
や
を
の
つ
か
ら

　
　
　
　

な
る
す
ゝ
し
さ
を

　
　
　

爰
に
む
か
ひ
て

　
　
　
　
　
　

神
風
そ
ふ
く

則
自
筆
乃
一
紙
宝
殿
に
籠
ら
れ
し

信
敬
の
心
当
大
悲
之
誓
意
に

通
し
け
ん
其
夜
の
夢
想
に

　
　

神
を
祈
り
佛
を

　
　
　

た
の
む
し
る
し
あ
ら
は

　
　

我
も
ち
か
ひ
す
ゑ
や
た
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
む

と
あ
れ
は
公
夢
覚
め
感
心
骨
に

通
る
に
そ
又
筆
を
取
書
留
俱
に

奉
納
有
て
以
後
弥
信
敬
帰
依
不
残

本
堂
上
ふ
き
杯
し
種
々
寄
進
有

し
也
其
後
再
度
回
禄
し
て
お
し

い
可
れ
忠
國
公
御
筆
手
跡
を
炎
と

な
り
し
こ
と
寺
僧
の
ひ
な
き

日
夜
に
臀
を
枕
と
し
床
の

燈
ひ
を
か
く
る
所
節
松
平

紀
伊
守
公
宿
願
有
て
御
代
参
と
し
て

太
田
氏
毎
資
毎
年
詣
て
ら
る
ゝ
に

衣
徒
懇
志
の
あ
ま
り
に
忠
國
公
の

御
手
跡
焼
失
の
事
御
言
の
葉
の

物
語
杯
し
て
家
来
末
世
乃
言
種
に

書
留
て
も
や
と
所
望
す
る
に
そ

拠
あ
る
に
あ
ら
す
則
右
の
御
詠
草

衆
徒
乃
告
る
所
を
書
留
奥
に
か
く

　

い
に
し
へ
も
い
ま
も
か
ハ
ら
ぬ
神
風
の

　
　
　

め
く
ミ
も
ふ
か
き
山
寺
の
春　

太
田
氏
毎
資

如
此
詠
し
て
書
認
宝
殿
に
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篭
納
し
置
侍
る
也

右
記
禄
明
徳
年
号
之
一
巻

有
之
回
禄
之
節
紛
失
經
年
暦

雖
尋
出
處
々
折
々
蜆
食
紙

損
而
次
第
混
乱
條
件
不
分

明
依
十方

今
復
一
和
尚
法
印

常
心
院
隆
円
撰
之
改
記
之

尚
末
世
為
淺
學
麁
輩
和
言

轉
語
而
令
全
註
釈
者
也
永
々

敢
勿
生
疑
穴
賢
々
々

�

（
翻
刻
・
今
井
進　

校
訂
・
加
藤
善
朗
）

〈
現
代
語
訳
〉

仙
菀
岩
頂
松
尾
山文

保
寺
改
禄
之
記

そ
も
そ
も
当
山
の
い
わ
れ
を
尋
ね
る
と
、
人
皇
十
二
代
景
行
天

皇
の
ご
在
世
に
、
法
道
仙
人
が
天
竺
の
霊
鷲
山
に
お
い
て
、
金

剛
摩
尼
法
を
修
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
観
自
在
の
徳
を
得
た
。
そ

の
天
眼
で
も
っ
て
イ
ン
ド
、
中
国
、
本
朝
の
三
域
を
見
た
と
こ

ろ
、
我
朝
は
仏
法
流
布
の
勝
地
で
あ
る
こ
と
を
知
り
た
ま
い
、

紫
雲
に
乗
り
、
播
州
と
丹
波
・
山
陽
の
間
に
来
降
し
、
あ
ま
た

の
寺
院
を
建
立
し
、
仏
像
を
安
置
さ
れ
た
。

し
か
る
に
三
十
七
代
孝
徳
天
皇
の
ご
在
世
、
大
化
の
初
め
当
山

の
峯
に
高
広
無
双
の
盤
石
が
あ
っ
た
。
法
道
仙
人
は
こ
の
石
の

上
に
座
し
て
法
を
修
さ
れ
、
一
仏
の
尊
像
を
刻
彫
さ
れ
た
が
、

こ
れ
が
す
な
わ
ち
今
の
聖
観
音
菩
薩
像
で
あ
る
。

時
は
い
た
り
、
法
道
仙
人
が
帝
に
向
か
い
奏
し
て
い
う
に
は
。

「
我
は
こ
れ
（
鉢
を
空
に
飛
ば
し
て
勧
進
喜
捨
を
お
こ
な
う
こ

と
が
で
き
る
）
空
鉢
仙
人
と
い
う
者
な
り
。

日
本
の
国
に
仏
法
を
弘
め
、
貴
賤
の
衆
生
に
結
縁
し
て
済
度
せ

ん
か
た
め
天
竺
は
霊
鷲
山
よ
り
来
降
せ
り
。
我
今
一
仏
を
彫
り

い
だ
し
た
。
神
通
力
が
自
由
に
使
え
る
身
で
あ
る
の
で
、
鉢
を

飛
し
て
仏
堂
を
作
る
こ
と
な
ど
、
鳥
が
巣
を
営
む
ほ
ど
た
や
す

い
。

し
か
れ
ど
も
、
玉
躰
守
護
を
祈
る
た
め
の
仏
堂
と
す
る
た
め
に
、

ま
ず
帝
み
ず
か
ら
こ
の
観
音
像
に
ふ
さ
わ
し
い
仏
堂
を
建
立
し
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給
う
べ
し
。」
と
い
う
。

帝
は
随
喜
さ
れ
、
お
お
せ
の
こ
と
ば
に
は
、

「
朕
、
す
で
に
十
禅
の
玉
床
に
座
す
る
と
い
え
ど
も
、
い
ま
だ

煩
穢
の
肉身

を
離
れ
ず
。
し
か
れ
ば
直
ち
に
仏
身
を
拝
し
た
く

候
」
と
、
こ
の
よ
う
な
法
道
仙
人
か
ら
の
告
を
聞
く
こ
と
は
「
め

ず
ら
し
く
、
ま
た
、
あ
り
が
た
き
こ
と
か
な
」
と
、
急
ぎ
勅
命

を
お
く
だ
し
に
な
っ
た
の
で
、
ほ
ど
な
く
金
銀
珠
玉
の
宝
殿
を

造
営
く
だ
さ
り
、
七
堂
伽
藍
が
あ
い
と
と
の
う
こ
と
と
な
っ
た
。

す
ぐ
に
法
道
仙
人
ご
自
作
の
ご
本
尊
を
安
置
さ
れ
た
。

多
く
の
坊
舎
を
建
立
し
、
多
く
の
僧
徒
た
ち
が
、
こ
こ
に
集
っ

た
。
回
峰
行
者
を
立
て
て
御
所
を
加
持
し
、
都
と
一
国
の
泰
平

と
を
祈
願
し
た
。

本
尊
の
慈
光
は
日
を
追
う
ご
と
に
増
し
、
僧
室
の
繁
栄
は
年
を

追
う
ご
と
に
盛
ん
と
な
っ
た
、
な
ど
と
伝
え
て
い
る
。

有
為
転
変
の
狂
人
は
、
善
悪
邪
正
を
混
乱
し

盛
者
必
衰
の
盗
賊
は
、
誓
栄
便
富
を
も
奪
取
る

過
去
因
業
の
強
勢
は
、
仏
菩
薩
の
誓
力
に
も
勝
れ
た
り
と

あ
に
定
め
な
き
こ
と
を
悲
し
む
べ
き
凡
身
世
上
の
な
ら
い
な
り

無
為
常
楽
の
さ
と
り
で
は
な
く
、
有
為
転
変
の
迷
い
の
世
界
に

あ
る
も
の
は
、
ま
る
で
狂
人
で
、
善
・
悪
、
正
・
邪
を
正
し
く

判
別
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
ま
た
、
盛
ん
な
も
の
は
必
ず
衰

え
る
と
い
う
こ
と
わ
り
は
、
盗
賊
の
ご
と
く
、
繁
栄
・
栄
華
を

容
赦
な
く
奪
い
取
っ
て
い
く
。
過
去
世
で
な
し
た
行
為
は
、
仏

菩
薩
の
誓
願
よ
り
強
い
力
で
人
間
を
業
に
し
ば
り
つ
け
て
い
る
。

ど
う
し
て
定
め
な
き
こ
と
を
歎
く
の
か
。
た
だ
悲
し
み
は
、
凡

夫
で
あ
る
私
た
ち
に
と
っ
て
世
の
習
い
で
あ
る
。

す
で
に
開
基
以
来
、
星
霜
三
百
余
年
を
過
ぎ
て
、
承
平
年
中
の

こ
と
、
藤
原
純
友
が
、
平
将
門
と
謀
議
し
、
逆
心
を
お
こ
し
、

山
賊
海
賊
の
悪
党
を
語
ら
い
集
め
、
天
皇
の
御
代
を
傾
け
ん
と

ほ
く
そ
笑
み
、
つ
い
に
本
望
を
遂
ず
。

謀
反
の
大
将
で
あ
る
将
門
は
、
関
東
に
て
俵
藤
太
秀
郷
に
討
た

れ
、
純
友
は
伊
予
国
に
て
、
橘
遠
保
に
殺
さ
れ
た
。

そ
の
時
、
洛
中
へ
乱
入
し
た
悪
党
ど
も
数
千
人
は
、
方
々
へ
追

散
さ
れ
、
山
里
や
そ
こ
ら
に
徘
徊
し
、
乱
暴
狼
藉
を
は
た
ら
い

た
と
い
う
。
こ
の
一
族
ら
は
一
国
を
乱
世
に
招
い
た
。
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す
で
に
人
王
六
十
二
世
、
村
上
帝
の
ご
在
世
に
、
天
暦
（
九
四
七

〜
九
五
七
）
の
頃
、
大
勢
の
悪
党
が
、
村
里
の
寺
社
仏
閣
に
押

し
入
り
、
堂
舎
を
破
却
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
山
中
の
僧
徒
は
、

つ
わ
も
の
ど
も
が
、
総
門
に
む
ら
が
る
の
を
見
て
、
老
僧
は
児

童
を
引
き
つ
れ
避
難
し
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
悪
党
ど
も
が
十

方
か
ら
搦
め
取
り
、
あ
た
か
も
一
瓶
の
魚
の
よ
う
に
や
す
や
す

と
と
ら
え
ら
れ
、
皆
殺
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
悪
党
は
、
こ
と
ご

と
く
殺
害
し
て
、
火
を
放
っ
た
の
で
、
坊
舎
仏
閣
は
た
ち
ま
ち

火
の
海
に
飲
ま
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

そ
の
時
、
虚
空
よ
り
老
翁
ひ
と
り
飛
来
し
て
、
手
に
持
っ
た
鉢

を
火
焔
の
中
へ
投
げ
入
れ
る
と
、本
尊
観
世
音
菩
薩
は
鉢
に
乗
っ

て
飛
び
い
だ
し
、
老
翁
の
肩
に
お
乗
り
に
な
り
、
と
も
に
南
の

空
に
飛
び
去
り
た
も
う
た
と
い
う
。

ま
こ
と
に
玉
の
光
の
輝
き
も
ひ
と
た
び
炎
に
か
か
れ
ば
、
三
百

余
年
の
繁
栄
も
夢
幻
に
帰
す
が
ご
と
し
と
い
う
。

万
木
の
し
げ
み
も
野
鹿
の
す
み
か
と
な
る
こ
と
、
あ
さ
ま
し
き

こ
と
か
ぎ
り
な
し
。

夫
人
は
寿
命
に
限
り
あ
る
ゆ
え
に
、
幸
福
な
る
時
の
い
た
る
を

待
た
ず
。

仏
は
無
量
寿
な
り
。
ゆ
え
に
、
遅
き
時
の
ほ
ど
を
厭
わ
ず
。

か
の
老
翁
が
本
尊
を
お
守
り
に
な
っ
た
の
で
あ
る
が
。
か
ろ
う

じ
て
、
か
つ
て
本
庄
の
山
内
に
隠
し
お
き
た
り
し
こ
と
な
ど
、

ひ
と
び
と
は
、
知
ら
な
か
っ
た
が
、
あ
る
と
き
三
歳
の
小
児
が

う
わ
ご
と
で
う
わ
ず
っ
て
声
高
に
い
う
に
は
「
こ
こ
の
山
内
に

仏
が
作
っ
た
仏
像
が
あ
る
。
三
百
余
年
を
経
て
も
と
の
地
へ
お

帰
り
に
な
っ
た
の
だ
。
そ
の
間
、
仏
堂
を
飾
り
崇
敬
す
べ
き
だ
」

と
い
う
。

里
の
ひ
と
び
と
は
不
思
議
に
思
っ
て
、
山
中
を
尋
ね
歩
い
た
け

れ
ど
も
る
、
つ
い
に
探
し
当
て
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
あ

る
時
、
在
所
の
猟
師
が
、
殺
生
の
た
め
、
奥
山
に
わ
け
入
っ
た
。

獣
多
く
逃
げ
去
る
中
に
、鹿
と
白
狐
が
櫁
を
く
わ
え
岩
肩
に
登
っ

て
い
る
。
猟
師
は
こ
れ
を
み
て
す
ば
や
く
鹿
を
射
た
。
手
応
え

が
あ
り
、
当
た
っ
た
よ
う
な
心
地
が
し
て
、
飛
び
か
か
っ
て
み

れ
ば
、
光
明
あ
か
あ
か
と
輝
く
仏
前
に
、
か
の
鹿
と
野
狐
と
が

供
花
を
そ
な
え
い
た
。
猟
師
は
肝
が
つ
ぶ
れ
る
ほ
ど
驚
い
て
、
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ま
ず
矢
つ
ぼ
を
見
れ
ば
、
本
尊
の
た
だ
中
に
当
た
っ
て
い
た
。

猟
師
が
放
っ
た
矢
は
、
本
尊
の
膝
の
上
に
落
ち
て
い
た
。
猟
師

は
首
を
地
に
着
け
、
許
し
を
乞
う
た
。
そ
し
て
、
す
ぐ
に
仏
体

を
背
負
い
、
里
近
い
と
こ
ろ
に
庵
室
を
結
び
、
安
置
し
た
て
ま

つ
っ
た
と
伝
え
る
。

鳥
は
古
巣
に
帰
り
、
花
は
春
を
得
て
開
く
と
い
う
。
季
節
の
め

ぐ
り
に
お
わ
り
が
な
い
よ
う
に
、
絶
え
る
こ
と
が
な
い
の
が
仏

法
の
勝
縁
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
わ
け
で
、
人
王
九
十
四
代
正

和
年
中
、
花
薗
院
は
、
あ
る
夜
、
こ
の
よ
う
な
夢
を
ご
覧
に
な
っ

た
。
紫
宸
殿
の
前
に
、
老
僧
が
左
の
手
に
鉢
を
持
し
、
右
の
手

に
錫
杖
を
つ
い
て
、
忽
然
と
立
ち
あ
が
ら
れ
、
上
奏
し
て
お
っ

し
ゃ
る
に
は
、

「
こ
れ
都
の
西
北
西
に
あ
た
っ
て
、
仏
堂
が
か
つ
て
栄
え
て
い

た
旧
跡
が
あ
る
。
そ
の
山
名
を
仙
菀
岩
頂
松
尾
山長

流
寺
と
号

し
て
い
る
。
こ
こ
は
す
な
わ
ち
、
帝
の
お
身
体
を
守
護
し
、
四

海
の
静
溢
を
祈
念
す
る
寺
院
で
あ
っ
た
。
去
る
往
昔
大
化
の
帝
、

こ
れ
を
造
営
す
と
い
へ
ど
も
一
切
不
相
應
の
時
節
な
る
に
よ
っ

て
つ
い
に
滅
び
て
し
ま
っ
た
。
い
ま
こ
そ
、
三
相
応
の
時
で
あ

る
。
す
み
や
か
に
再
興
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
わ
れ
は
こ
れ
空

鉢
仙
人
な
り
。
つ
ね
に
霊
鷲
山
に
住
む
も
の
な
り
。
今
、
仏
の

命
を
う
け
て
杖
を
取
り
来
降
し
た
の
だ
」
と
い
う
。

光
り
を
放
ち
、
雲
中
に
飛
び
入
る
と
見
て
夢
は
覚
め
た
。
帝
は
、

不
思
議
な
夢
の
う
ち
に
仏
躰
を
新
た
に
拝
し
、
あ
り
が
た
き
お

告
が
あ
っ
た
こ
と
を
こ
と
の
ほ
か
尊
き
こ
と
だ
と
お
思
い
に
な

ら
れ
、
左
右
大
臣
に
お
っ
し
ゃ
っ
た
が
、
と
も
に
あ
り
が
た
い

こ
と
と
お
思
い
に
な
ら
れ
て
、
と
り
急
い
で
勅
使
を
お
立
て
に

な
り
、
訪
問
さ
れ
た
と
こ
ろ
、
木
々
が
繁
茂
す
る
山
中
に
、
仙

人
石
よ
り
差
す
光
の
谷
の
流
れ
を
数
え
れ
ば
、
こ
れ
こ
そ
お
告

の
旧
跡
で
あ
ろ
う
と
。
す
な
わ
ち
昔
の
光
を
移
し
て
建
立
さ
れ

た
。
す
な
わ
ち
御
守
本
尊
と
し
て
千
手
観
音
を
［
慈
覚
大
師
の

御
作
也
］
安
置
さ
れ
た
。
七
堂
伽
藍
の
壮
麗
な
さ
ま
は
、
こ
と

ば
で
は
表
せ
な
い
。
よ
う
や
く
文
保
元
年
に
諸
堂
の
建
立
が
終

わ
っ
た
の
で
、
寺
号
を
改
め
文
保
寺
と
勅
号
に
よ
り
定
め
ら
れ

た
。
坊
舎
は
二
十
一
坊
に
お
定
め
に
な
っ
た
の
は
天
台
宗
宗
風

の
増
進
を
願
っ
て
山
王
権
現
の
三
七
坊
に
あ
や
か
っ
て
の
こ
と

で
あ
る
。
所
領
と
し
て
は
五
百
余
町
を
あ
て
て
運
営
に
あ
て
ら

れ
た
。
そ
の
時
、
一
和
尚
空
現
長
師
［
こ
の
人
の
出
自
は
不
明
］

が
石
塔
の
前
に
七
日
間
座
禅
し
て
、
大
衆
に
語
り
て
お
っ
し
ゃ
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る
に
は
「
こ
れ
よ
り
南
本
庄
の
里
に
当
寺
の
本
尊
が
あ
る
。
む

か
し
兵
乱
の
時
、
火
災
に
遭
っ
て
、
か
の
里
に
守
り
置
き
た
り

と
い
う
こ
と
。
ま
た
寺
院
衰
亡
の
経
過
や
、
本
尊
の
あ
り
さ
ま
、

由
緒
来
歴
の
物
語
が
あ
っ
た
こ
と
な
ど
先
の
条
に
あ
っ
た
ご
と

く
述
べ
た
。
お
よ
そ
三
百
余
年
に
及
ぶ
こ
と
で
あ
る
の
で
か
わ

り
の
本
尊
を
あ
た
え
、
も
と
の
本
尊
を
乞
請
け
る
べ
き
で
あ
る
」

な
ど
と
い
う
。

そ
の
時
、
麓
の
庄
司
で
あ
っ
た
、
味
間
本
堂
の
祖
母
が
、「
そ

の
か
わ
り
の
本
尊
を
つ
く
る
の
は
、
わ
た
く
し
に
仰
せ
く
だ
さ

い
」
と
い
っ
て
、
す
ぐ
に
寄
進
し
、
本
尊
を
も
ら
い
受
け
て
き

て
安
置
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
由
緒
が
あ
る
の
で
、
本
尊
は
聖

観
音
と
千
手
観
音
の
両
座
な
の
で
あ
る
。

空
現
和
尚
は
座
具
を
敷
引
い
て
、
拝
し
て
い
は
く
、
本
尊
が
も

と
あ
っ
た
本
地
の
場
に
安
座
さ
れ
る
こ
と
を
拝
見
し
た
い
と
い

う
と
い
う
心
や
み
が
た
く
、
ま
た
ま
た
空
現
和
尚
と
な
っ
て
来

臨
し
た
。
も
は
や
万
劫
を
経
る
と
も
、
こ
こ
を
さ
り
た
も
う
べ

か
ら
す
。
寺
僧
も
山
回
の
行
者
を
立
て
、
昔
の
よ
う
に
回
峰
を

行
ず
べ
し
、
と
修
行方

法
の
次
第
を
指
図
し
て
、「
我
は
法
道

仙
人
な
り
。
今
は
本
土
に
還
る
」
と
い
っ
て
石
塔
の
内
に
お
入

り
に
な
っ
た
。

こ
れ
よ
り
、
こ
の
石
塔
を
法
道
の
石
塔
と
い
う
。［
建
立
の
時

代
は
不
明
］

寺
僧
空
現
和
尚
は
、
こ
の
よ
う
に
、
回
峰
の
行
者
を
立
て
ら
れ
、

遠
近
の
峯
々
に
修
行
を
行
い
、
仙
人
石
に
お
い
て
梵
天
・
帝
釈

天
な
ど
の
諸
天
を
勧
請
し
て
呼
ん
で
こ
ら
れ
、
帝
が
居
ら
れ
る

都
を
加
持
し
、
ひ
ろ
く
津
々
浦
々
裏
の
民
家
ま
で
安
寧
を
祈
ら

れ
た
。

本
尊
は
金
殿
の
御
戸
を
開
き
、
宝
前
に
黒
い
玉
石
を
敷
き
詰
め
、

寺
院
は
繁
栄
の
門
を
並
べ
、
堂
中
に
は
荘
厳
が
き
ら
び
や
か
で

あ
っ
た
。

山
は
繁
茂
し
て
夕
月
の
光
を
通
さ
な
い
。
寺
は
賑
ひ
て
朝
日
に

映
え
て
い
る
。
こ
れ
は
ひ
と
え
に
仏
の
叡
慮
の
貴
情
で
あ
り
、

法
道
仙
人
の
恩
施
な
り
と
い
う
。

権
は
仏
教
を
智
る
と
い
へ
ど
も　

説
か
ざ
れ
ば
度
す
べ
か
ら
ず

草
木
は
花
実
を
含
む
と
い
へ
ど
も　

咲
か
ざ
れ
ば
薫
ず
べ
か
ら

ず
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こ
こ
に
人
王
百
一
代
、後
小
松
院
は
、嘉
慶
元
年（
一
三
八
七
）

に
、
い
か
な
る
勅
宣
で
あ
っ
た
の
か
、
勅
使
と
し
て
三
位
右
中

弁
源
義
顕
卿
を
、
諸
国
を
巡
回
さ
れ
て
い
た
。
こ
ろ
は
弥
生
、

全
山
桜
花
が
さ
か
り
で
あ
っ
た
の
で
、
当
山
に
お
詣
り
に
な
り
、

「
小
さ
な
山
容
に
は
不
釣
り
合
い
な
大
伽
藍
、
玉
を
磨
い
た
よ

う
な
堂
舎
の
壮
麗
さ
。
さ
ぞ
由
緒
が
あ
る
寺
院
と
お
み
う
け
い

た
し
ま
し
た
。
ど
の
よ
う
な
い
わ
れ
が
あ
る
の
で
す
か
」
と
お

尋
ね
が
あ
っ
た
の
で
、
衆
徒
た
ち
は
出
向
し
、
開
基
中
興
の
次

第
を
こ
と
こ
ま
か
に
申
し
上
げ
た
。

勅
使
は
、
な
ん
と
思
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
一
紙
に
何
か
を

記
し
、
帰
路
に
つ
か
れ
た
。
翌
、
嘉
慶
二
年
（
一
三
八
八
）
の

春
、
義
顕
卿
が
勅
使
と
し
て
衆
徒
に
む
か
い
宣
旨
の
趣
を
述
べ

ら
れ
た
内
容
は
、
当
山
の
由
緒
が
、
後
小
松
院
の
お
耳
に
達
す

る
と
こ
ろ
に
な
り
、
帝
の
感
激
は
ひ
と
し
お
で
あ
っ
た
。「
文

保
の
寺
号
こ
そ
、
な
に
よ
り
の
証
拠
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
護

持
の
寺
院
に
定
め
る
べ
き
で
あ
る
。［
護
持
御
衣
加
持
の
儀
で

あ
る
。
月
に
三
十
日
に
一
つ
と
い
う
御
衣
な
り
］」
と
い
う
宣

旨
で
あ
る
。
謹
し
ん
で
領
堂
を
た
ま
わ
っ
た
。
す
な
わ
ち
二
王

門
を
建
立
す
べ
き
で
あ
る
と
。
や
が
て
仁
王
門
が
建
ち
仁
王
像

が
す
っ
く
と
立
ち
納
さ
ま
っ
た
の
で
、
後
小
松
院
の
御
自
筆
で

「
文
保
」
二
字
の
札
を
門
前
に
立
て
、
大
綱
を
お
張
り
に
な
っ

た
こ
と
は
、
こ
の
寺
を
護
持
し
た
い
と
い
う
お
気
持
ち
の
表
れ

で
あ
る
。
さ
て
近
所
に
て
堂
領
を
付
属
さ
せ
［
町
間
不
分
明
］

坊
舎
二
院
と
二
王
門
を
建
て
、
守
護
の
寺
な
ら
は
寺
号
を
金
剛

寺
と
号
し
、
當
寺
の
塔
中
と
お
定
め
に
な
っ
て
勅
使
は
還
り
路

に
つ
か
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
大
悲
の
誓
い
に
、
枯
木
に
は
花
は

咲
き
、
朽
た
る
栁
は
み
ど
り
の
新
芽
を
な
し
た
と
い
う
。

つ
ね
に
仏
を
仰
ぐ
と
も
が
ら
に
は
、
福
徳
の
集
ま
る
こ
と
、
あ

た
か
も
海
の
ご
と
く
広
大
で
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
心
に
抱
く
こ

と
ど
も
が
、
む
な
し
く
過
ぎ
ゆ
く
こ
と
は
な
い
。
諸
々
の
厄
難

を
救
い
、
煩
悩
を
滅
す
と
の
経
文
は
誤
っ
て
い
な
い
。
く
れ
ぐ

れ
も
疑
い
を
持
つ
こ
と
な
か
れ
、
と
い
う
。

雲
は
清
天
に
群
れ
て
秋
月
を
隠
す
。

風
は
木
梢
の
さ
き
を
吹
き
す
ぎ　

春
の
花
を
集
め
る
。

富
貴
に
な
る
と
い
っ
て
も
、
さ
だ
め
が
な
い
の
が
人
界
の
果
報

で
あ
る
。
か
な
し
い
か
な
、
こ
の
ご
ろ
所
々
の
地
頭
は
、
自
分
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の
邪
欲
た
め
に
寺
院
に
割
り
当
て
ら
れ
た
所
領
を
ほ
う
ぼ
う
で

奪
い
取
っ
て
い
る
。
衆
徒
は
こ
れ
を
悲
し
み
、
い
か
な
る
働
ぞ

と
い
え
ば
、
糧
米
は
わ
れ
わ
れ
の
も
の
で
あ
る
か
ら
押
領
し
て

い
る
と
い
う
。
も
し
こ
の
こ
と
を
訴
え
る
な
ら
、
即
座
に
寺
院

を
破
却
し
、
山
僧
と
も
に
殺
害
す
る
と
い
う
。
僧
徒
た
ち
は
こ

の
威
勢
に
恐
れ
、
訴
え
る
こ
と
も
か
な
わ
ず
、
所
領
は
こ
と
ご

と
く
奪
わ
れ
て
し
ま
っ
た
。
盛
ん
な
も
の
は
必
ず
滅
す
と
い
う

道
理
で
は
あ
る
が
、
い
か
に
も
無
念
の
次
第
、
な
す
す
べ
も
な

く
、
こ
れ
よ
り
し
て
山
坊
は
微
力
に
し
て
貧
し
い
山人

の
住
ま

い
の
よ
う
な
風
情
と
な
り
、
呆
れ
る
ほ
ど
ひ
ど
い
有
様
と
な
っ

て
し
ま
っ
て
い
る
。

人
王
百
六
代
、
後
奈
良
院
の
御
世
で
あ
る
天
文
年
間
（
一
五
三
二

〜
一
五
五
五
）
の
こ
ろ
、
大
和
国
吉
野
の
桜
本
法
印
は
、
勤
め

に
よ
っ
て
先
達
職
に
任
命
さ
れ
、
西
国
の
山
伏
を
し
た
が
え
て

寺
僧
も
通
い
き
た
り
、
大
学
の
修
行
も
し
て
、
山
伏
と
な
っ
て
、

法
躰
の
身
な
り
を
し
な
が
ら
大
鋸
斧
を
取
り
、
稼
ぎ
を
も
つ
て

文
保
寺
を
相
続
し
て
、
本
尊
に
供
花
を
し
、
開
山
法
道
仙
人
の

業
績
を
失
な
は
じ
と
い
う
心
意
気
で
修
行
さ
れ
て
い
る
。
観
世

音
菩
薩
大
悲
の
誓
願
力
は
、
お
の
ず
か
ら
山
色
に
光
を
添
え
、

山
僧
は
み
な
修
行
に
専
念
し
深
い
境
地
に
い
た
る
。
そ
れ
は
あ

た
か
も
こ
こ
か
ら
湧
き
出
た
清
水
が
、
ひ
ろ
く
弘
誓
の
船
を
浮

べ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

釈
迦
の
入
滅
の
五
十
六
億
七
千
万
年
の
ち
、
弥
勒
菩
薩
が
こ
の

世
に
出
て
、
竜
華
樹
の
下
で
悟
り
を
開
き
、
人
々
を
救
済
す
る

た
め
に
説
法
す
る
と
い
う
三
回
に
わ
た
る
法
座
で
あ
る
竜
華
会

も
遠
か
ら
じ
と
心
を
磨
い
て
い
る
。

玉
の
珠
数
は
松
の
緑
、
鮮
や
か
に
し
て
、
つ
ね
に
美
麗
し
い
。

し
か
し
栄
枯
盛
衰
は
世
の
な
ら
い
。
緑
な
す
松
尾
の
山
に
「
文

保
」
の
勅
額
だ
け
が
、
当
山
の
歴
史
の
貴
く
ま
た
め
で
た
い
こ

と
を
伝
え
聞
い
て
い
る
。

霊
山
に
こ
の
声
を
お
聞
き
の
聴
衆
は
、
な
に
が
し
か
の
ご
縁
が

な
か
っ
た
な
ら
こ
の
境
内
に
足
を
踏
み
入
れ
る
こ
と
は
な
か
っ

た
。
ま
し
て
や
、
ご
本
尊
を
一
声
、
一
拝
で
も
さ
れ
、
一
族
が

現
世
に
お
い
て
安
穏
で
、
後
生
も
ま
た
よ
き
生
で
あ
る
よ
う
に

念
じ
ら
れ
た
ひ
と
に
、
そ
の
と
お
り
の
利
益
が
確
約
さ
れ
て
い

る
こ
と
に
な
ん
の
疑
が
あ
ろ
う
か
。
よ
っ
て
こ
の
よ
う
に
記
録

す
る
。

　
　

于
時
明
徳
三
年
（
一
三
九
二
）
壬
申
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閏
春
下
幸
辰
欽
撰
之
畢

天
正
年
中
に
、
豊
臣
秀
吉
公
が
天
下
統
一
を
果
た
さ
れ
た
。
天

正
十
五
年
（
一
五
八
七
）
丁
亥
八
月
に
、
豊
臣
公
は
片
桐
市
正

を
奉
行
と
し
て
文
保
寺
寺
域
の
山
川
、
田
畑
の
測
量
を
行
い
、

畝
歩
を
極
め
、
分
米
を
宛
て
が
わ
れ
た
。

こ
の
時
、
寺
領
も
改
め
ら
れ
、
し
ば
ら
く
間
、
領
主
の
支
配
を

請
い
受
け
た
。

天
正
十
七
年
（
一
五
八
九
）
丑
年
、
豊
臣
公
が
関
白
で
あ
っ
た

と
き
、
国
役
を
免
除
さ
れ
、
御
朱
印
を
下
し
置
か
れ
、
領
地
を

安
堵
さ
れ
た
。

そ
の
後
元
和
五
年
（
一
六
二
〇
）、
徳
川
秀
忠
様
よ
り
境
内
の

山
林
・
茶
畑
を
寄
付
さ
れ
、
そ
の
後
、
末
永
く
安
堵
さ
れ
る
こ

と
と
な
っ
た
の
で
、
こ
の
こ
と
を
相
違
な
く
、
よ
く
よ
く
周
知

せ
し
め
る
べ
き
で
あ
る
。

執
達
の
證
文
は
、
当
時
の
京
都
諸
司
代
、
板
倉
伊
賀
守
勝
重
よ

り
も
下
し
お
か
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

正
保
年
中
（
一
六
四
五
〜
一
六
四
八
）
笹
山
城
主
松
平
山
城
守

忠
國
が
当
山
へ
参
詣
さ
れ
た
折
節
に
、

山
お
ろ
し
の
風
が
、
と
て
も
涼
や
か
に
吹
い
て
く
る
。
す
べ
て

の
ひ
と
を
す
く
い
と
る
と
い
う
観
世
音
菩
薩
の
大
悲
の
誓
い
が
、

ま
こ
と
尊
く
思
わ
れ
る
の
で
、
忠
國
公
は
み
ず
か
ら
筆
を
取
り
、

そ
の
言
葉
に
、

　
　
　

妙
な
る
や
を
の
づ
か
ら

　
　
　
　

な
る
す
ゝ
し
さ
を

　
　
　

爰
に
む
か
ひ
て

　
　
　
　
　
　

神
風
ぞ
ふ
く

す
ば
ら
し
い
こ
と
で
あ
る
。
自
ず
か
ら
感
じ
ら
れ
る
こ
の
涼
し

さ
は
、
私
が
拝
し
で
い
る
こ
こ
に
む
か
っ
て
吹
い
て
く
る
神
風

で
あ
る
、
と
書
き
付
け
ら
れ
た
。
こ
の
御
自
筆
の
一
紙
は
、
宝

殿
に
納
め
ら
れ
た
。
忠
國
公
の
観
音
菩
薩
を
信
仰
し
尊
崇
す
る

心
が
、
大
悲
の
誓
意
に
通
じ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
夜
の
夢
に
、

　
　

神
を
祈
り
仏
を

　
　
　

た
の
む
し
る
し
あ
ら
ば

　
　

我
も
ち
か
ひ
の
す
ゑ
や
た
く
ま
む
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神
に
祈
り
、
仏
を
た
の
む
し
る
し
が
あ
っ
た
な
ら
、
私
、
観
世

音
菩
薩
も
誓
願
の
結
末
を
考
え
ま
し
ょ
う
、
と
御
返
歌
が
あ
っ

た
の
で
、
忠
國
公
は
夢
か
ら
覚
め
て
、
感
激
が
骨
の
髄
に
染
み

通
る
ご
と
く
で
あ
っ
た
。
ま
た
筆
を
取
っ
て
書
き
留
め
ら
れ
る

こ
と
ば
を
と
も
に
奉
納
さ
れ
て
以
後
、
い
よ
い
よ
信
仰
帰
依
さ

れ
、
本
堂
の
屋
根
を
檜
皮
で
葺
き
な
お
し
な
ど
な
さ
れ
、
種
々

寄
進
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、
再
度
火
災
に
あ
い
、
お
し

い
か
な
忠
國
公
御
筆
手
跡
が
炎
と
失
せ
て
し
ま
っ
た
こ
と
、
寺

僧
は
、
幻
滅
し
て
昼
夜
嘆
き
暮
ら
し
、
臀
を
枕
に
、
床
の
燈
火

を
掲
げ
て
い
た
折
節
に
、
松
平
紀
伊
守
忠
國
公
に
は
ご
宿
願
が

あ
っ
て
、
御
代
参
と
し
て
太
田
氏
毎
資
公
が
毎
年
参
詣
さ
れ
る

と
こ
ろ
に
、
衆
徒
が
懇
志
の
あ
ま
り
、
忠
國
公
の
御
手
跡
焼
失

の
こ
と
、
御
言
の
葉
の
物
語
な
ど
を
語
っ
て
、
末
世
の
言
種
に

書
き
と
ど
め
て
く
だ
さ
い
と
所
望
さ
れ
た
と
こ
ろ
、
す
ぐ
に
右

の
御
詠
歌
や
衆
徒
の
語
る
所
を
書
き
留
め
奥
に
し
た
た
め
ら
れ

た
。

　

い
に
し
へ
も
い
ま
も
か
ハ
ら
ぬ
神
風
の

　
　
　

め
く
ミ
も
ふ
か
き
山
寺
の
春　

太
田
氏
毎
資

い
に
し
え
も
今
も
、
変
わ
ら
な
い
神
風
は
、
観
世
音
菩
薩
の
霊

験
あ
ら
た
か
な
山
寺
の
春
に
吹
く
こ
と
で
あ
る
。
太
田
氏
毎
資

こ
の
よ
う
に
詠
じ
て
書
き
認
め
、
宝
殿
に
納
め
置
い
た
の
で
あ

る
。

右
の
記
録
の
う
ち
、
明
徳
の
年
号
の
あ
る
第
一
巻
は
、
火
災
の

際
、
失
わ
れ
長
年
失
せ
て
い
た
。
探
し
出
し
た
け
れ
ど
も
、
と

こ
ろ
ど
こ
ろ
紙
に
虫
食
い
が
あ
り
、
か
つ
ま
た
順
番
が
錯
綜
し
、

前
後
関
係
が
わ
か
ら
な
く
な
っ
て
い
た
。

今
、
ま
た
、
一
和
尚
の
発
願
に
よ
っ
て
、
常
心
院
隆
円
が
こ
れ

を
撰
じ
、
改
め
て
こ
れ
を
記
す
。

な
お
末
世
の
浅
学
非
才
の
粗
末
な
徒
が
、
漢
文
を
和
語
に
な
お

し
て
い
る
の
で
、
全
註
釈
せ
し
む
る
も
の
で
あ
る
。
末
永
く
伝

え
、
あ
え
て
疑
念
を
生
じ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
。
か
し
こ
ま
っ

て
恭
し
く
申
し
上
げ
る
。

�

（
現
代
語
訳
・
加
藤
善
朗
）
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注（
１
）	�
朝
鮮
半
島
の
石
窟
寺
院
の
入
口
に
も
、
仁
王
を
左
右
に
置
く
例
は
見
ら

れ
る
。
慶
州
の
七
世
紀
は
じ
め
作
と
い
う
芬
皇
寺
石
塔
や
、
八
世
紀
半

ば
創
建
の
石
窟
庵
に
は
仁
王
が
彫
ら
れ
て
い
る
。
朝
鮮
半
島
か
ら
、
仁

王
は
日
本
に
伝
来
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
日
本
の
場
合
、
執
金
剛
神
と

し
て
造
像
さ
れ
る
ケ
ー
ス
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
奈
良
時
代
、
天
平

期
（
七
二
九
―
七
四
九
）
作
の
奈
良
東
大
寺
法
華
堂
（
三
月
堂
）
の
執

金
剛
神
像
（
国
宝
）
が
、
突
出
し
て
有
名
な
く
ら
い
だ
。

	

唐
様
の
鎧
を
身
に
ま
と
っ
て
激
し
く
怒
り
、
右
手
で
金
剛
杵
を
振
り
か

ざ
す
姿
で
あ
る
。
こ
れ
を
鎌
倉
時
代
、
快
慶
が
模
刻
し
た
作
が
京
都
金

剛
院
に
伝
わ
る
が
、
も
と
は
高
野
山
に
安
置
さ
れ
て
い
た
と
い
う
（
国

重
要
文
化
財
）。

	

一
方
、
日
本
で
は
二
神
に
分
か
れ
た
仁
王
は
古
く
か
ら
盛
ん
に
造
ら
れ

た
。
奈
良
長谷

寺
に
伝
わ
る
銅
板
法
華
説
相
図
（
千
仏
多
宝
塔
、
国
宝
）

に
鋳
出
さ
れ
た
仁
王
が
、
最
古
の
現
存
例
と
さ
れ
る
。
飛
鳥
時
代
の
朱

鳥
元
年
（
六
八
六
）、
あ
る
い
は
文
武
天
皇
二
年
（
六
九
八
）
の
作
と

さ
れ
、
左
下
の
阿
形
の
み
が
当
時
の
も
の
だ
。
上
半
身
裸
で
風
に
翻
る

天
衣
を
求
と
う
姿
で
あ
る
。
仁
王
は
寺
門
な
ど
に
立
ち
、
風
雪
に
晒
さ

れ
る
場
合
が
多
い
た
め
、
古
い
作
が
あ
ま
り
残
っ
て
い
な
い
。
立
体
像

と
し
て
の
最
古
の
作
例
は
奈
良
法
隆
寺
中
門
像
（
国
重
要
文
化
財
）
で
、

奈
良
時
代
、
和
銅
四
年
（
七
一
一
）
の
作
と
さ
れ
る
。
上
半
身
裸
で
天

衣
を
ま
と
う
姿
で
あ
る
。
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�

文
保
寺
蔵　

金
剛
力
士
像
（
阿
形
）　

像
高
二
四
五
㎝
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�
文
保
寺
蔵　

金
剛
力
士
像
（
吽
形
）
像
高
二
三
五
㎝
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（
胎
内
⽂
書
三
表
）

摩
訶
般
若
波
羅
蜜
多
⼼
経

観
⾃
在
菩
薩
⾏
深
般
若
波
羅
蜜
多
時
照
⾒
五

蘊
皆
空
度
⼀
切
苦
厄
。
舎
利
⼦
⾊
不
異
空
空
不
異
⾊⾊


即
是
空
空
即
是
⾊
。
受
想
⾏
識
亦
復
如

是
。
舎
利
⼦
是
諸
法
空
相
不
⽣
不
滅
不
垢
不
浄

不
増
不
減
是
故
空
中
無
⾊
無
受
想
⾏
識
無
眼
⽿
⿐
⾆
⾝

意
無
⾊
声
⾹
味
触
法
無
眼
界
乃
⾄
無
意
識
界
無
無
明

亦
無
無
明
尽
乃
⾄
無
⽼
死
亦
無
⽼
死
尽
無
苦
集
滅
道
。

無
智
亦
無
得　

以
無
所
得
故
菩
提
薩
埵
依
般
若
波
羅
蜜

多
故
⼼
無
罣
礙
無
罣
礙
故
無
有
恐
怖
遠
離
⼀
切

顛
倒
夢
想
究
竟
涅
槃
。
三
世
諸
仏
依
般
若
波
羅
蜜
多

故
得
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
。
故
知
般
若
波
羅
蜜
多
是
⼤
神
呪
是

⼤
明
呪
是
無
上
呪
是
無
等
等
呪
能
除
⼀
切
苦
真
実
不
虚
。
故
説
般
若
波
羅
蜜
多
呪

即
説
呪
⽈
羯
諦
羯
諦
波
羅
羯
諦
波
羅
僧
羯
諦
菩
提
薩
婆
訶

般
若
⼼
経

三
⼗
三
巻
号
之　

嚴
阿
弥
陀
佛

是
書
願
⼒

南
無
阿
弥
陀
佛　

南
無
阿
弥
陀
佛　

南
無
阿
弥
陀
佛　

南
無
阿
弥
陀
佛　

南
無
阿
弥
陀
佛　

南
無
阿
弥
陀
佛

永
和
⼆⼆

年
戊
午
⼗
⼀⽉

⼗
五
⽇
敬
⽩

嚴
阿
弥
陀
佛

丹
波
國
多
紀
郡
⼤
澤
庄
中
村
道
場
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宋銭　12.8mm×12.8mm爪　９本

毛髪　８本 法華経秘鍵　12.8cm×12.8cm
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朱筆法華経（妙法蓮華経観世音菩薩普門品）

玉眼外型　12.8cm×12.8cm
（吽形像胎内）
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玉眼内型　12.8cm×5.8cm
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玉眼　12.8cm×5.8cm
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